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まえがき 

ＡＣＲ（American College of Radiology）とＮＥＭＡ（National Electrical Manufacturers Association）は，
医療におけるデジタル画像と通信のための規格を開発するために合同委員会を組織した。 

このＤＩＣＯＭ規格は，ＮＥＭＡの手続きにしたがって開発された。 

この規格は，欧州のＣＥＮ ＴＣ２５１，および日本のＪＩＲＡを含む他の標準化組織との連絡のもと
に，また米国のＩＥＥＥ，ＡＳＴＭ，ＨＬ７，およびＡＮＳＩを含む他の組織の論評をうけて開発さ

れた。 

ＤＩＣＯＭ規格は下記の文書の中で確立された指針を使用して，複数の巻の文書として構成される。 

- ISO/IEC Directives, 1989 Part 3: Drafting and Presentation of International Standards. 

この文書は，次の巻で構成されるＤＩＣＯＭ規格の一つの巻である： 

ＰＳ３．１： 序文と概論 

ＰＳ３．２： 適合性 

ＰＳ３．３： 情報オブジェクト定義 

ＰＳ３．４： サービスクラス仕様 

ＰＳ３．５： データ構造と符号化 

ＰＳ３．６： データ辞書 

ＰＳ３．７： メッセージ交換 

ＰＳ３．８： メッセージ交換のためのネットワーク通信サポート 

ＰＳ３．９： メッセージ交換のための二点間通信サポート 

ＰＳ３．１０： 媒体相互交換のための媒体保存とファイルフォーマット 

ＰＳ３．１１： 媒体保存応用プロファイル 

ＰＳ３．１２： 媒体相互交換のための媒体フォーマットと物理媒体 

ＰＳ３．１３： プリント管理二点間通信サポート 

ＰＳ３．１４： グレースケール標準表示関数 

ＰＳ３．１５： セキュリティプロファイル 

これらの巻は，独立しているが，しかし関連した文書である。それらの開発レベルと承認の状態は異

なることがある。 

注： ＰＳ３．８は，ネットワーク環境においてＡＣＲ－ＮＥＭＡＶ２．０応用メッセージ交換を提供すること
に興味のある実装者によって使用されることがある。実装者は彼ら自身の抽象構文，転送構文および応用

コンテキストを定義する必要がある。 

これは発展していく規格になること，また増強のための提案がこの規格の利用者からの提案に基づい

て会員組織から来ることが予想される。これらの提案は規格の将来の版のために検討されるであろう。 

この規格の準備中に，利用者，供給者，そして他の関心のある団体からの提案およびコメントが調査

され，評価されそして取り入れられた。質問，コメント，そして提案または推奨される改訂は，下記
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に連絡することによって Diagnostic Imaging and Therapy systems Division of NEMA に提出していただ
きたい： 

National Electrical Manufacturers Association 
1300 N. 17th Street 
Rosslyn, Virginia 22209 
USA 

ＤＩＣＯＭ規格 

ＰＳ３のこの巻（巻８）は，ネットワーク環境下でのＤＩＣＯＭ応用エンティティの通信をサポート

するために必要なサービスおよび上位層プロトコルを明記する。この巻は，ＰＳ３．１：序文と概要

の中で記述されるとおりＰＳ３の他の関連する巻と共に使用される。 

明記されるネットワーク通信サービスおよびプロトコルは，ＤＩＣＯＭ応用エンティティの通信が，

ネットワークを横切って効率的なそして調和された方法の中で実行されることを確実にする。それは

同位の応用エンティティ（ＡＥ）が，アソシエーションを確立する，データを転送するそしてアソシ

エーションを終了することを可能にする。 
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１ 適用範囲と適用分野 

ＰＳ３のこの巻の中で明記される通信プロトコルは，ＩＳＯ開放型システム間相互接続基本参照モデ

ル（ISO 7498-1，図１－１参照）に厳密に適合する。それらは次の層に関係する：物理，データリンク，
ネットワーク，トランスポート，セッション，プレゼンテーションおよび応用層のアソシエーション

制御サービス（ＡＣＳＥ）。この巻によって明記されるこれらの通信プロトコルは，汎用通信プロト

コル（ＯＳＩ，ＴＣＰ／ＩＰ）であり，この規格に特有のものではない。応用層プロトコルの他の特

色は，ＰＳ３．１：序文と概説の中で議論されるようにこの規格の他の巻において言及される。 

 

応用

プレゼンテーション

セッション

トランスポート

ネットワーク

データリンク

物理

ＯＳＩ終端システム ＯＳＩ終端システム 

同位プロトコル

物理媒体

層 

 

図１－１ ＩＳＯ ＯＳＩ基本参照モデル 

２ 引用文献 

２．１ 国際規格 

ISO 7498-1, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Basic Reference Model 

［JIS X 5003-1987  開放型システム間相互接続の基本参照モデル］ 

ISO 7498-3, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Basic Reference Model - Part3: 
Naming and Addressing 

［JIS X 5005-1990  開放型システム間相互接続の基本参照モデル－名前及びアドレスの付与方法］ 

ISO 8327:1987, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Connection Oriented Session 
Protocol Specification 

［JIS X 5202-1991  開放型システム間相互接続－基本コネクション型セッションプロトコル仕様］ 

ISO 8327/AM2, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Connection Oriented Session 
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Protocol Specification - Amendment 2: Incorporation of Unlimited User Data 

［JIS X 5202-1991  開放型システム間相互接続－基本コネクション型セッションプロトコル仕様 附
属属書３無制限長利用者データの導入］ 

ISO 8649:1987, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Service Definition for the 
Association Control Service Element. 

［JIS X 5701-1991  開放型システム間相互接続－アソシエーション制御サービス要素のサービス定義］ 

ISO 8650:1987, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection-Protocol Specification for the 
Association Control Service Element. 

［JIS X 5702-1991  開放型システム間相互接続－アソシエーション制御サービス要素のプロトコル仕
様］ 

ISO TR 8509, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Service Conventions 

ISO 8822:1988, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Connection-Oriented 
Presentation Service Definition. 

［JIS X 5601-1991  開放型システム間相互接続－コネクション型プレゼンテーションサービス定義］ 

ISO 8823:1988, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Connection-Oriented 
Presentation Protocol Specification 

［JIS X 5602-1991  開放型システム間相互接続－コネクション型プレゼンテーションプロトコル仕様］ 

ISO 8824:1990, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Specification of Abstract 
Syntax Notation One (ASN.1) 

［JIS X 5603-1990  開放型システム間相互接続の抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）仕様］ 

ISO 8825:1990, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Specification of Basic 
Encoding Rules for Abstract Syntax Notation One (ASN.1) 

［JIS X 5604-1990  開放型システム間相互接続の抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）の基本符号化規則仕様］ 

ISO/IEC 9545, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Application Layer Structure 

ISO/IEC 9834-3, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection, Part3: Procedures for the 
Assignment of Object Identifier Component Value for Joint OSI - CCITT use 

ISO/IEC TR 10000-1, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - International 
Standardized Profiles, Part1: Taxonomy Framework 

２．２ その他の文書 

NIST Special Publication 500-150 - Stable Implementation Agreements for Open Systems Inter-connection 
Protocols 

RFC 791, Internet Protocol - DARPA Internet Protocol Specification 

RFC 792, Internet Control Message Protocol - DARPA Internet Program Protocol Specification 

RFC 793, Transmission Control Program - DARPA Internet Protocol Specification 

RFC 950, Internet Subnetting 
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３ 定義 

３．１ 参照モデル定義 

規格のこの巻は，ISO 7498-1の中で開発された概念に基づいており，そしてその中で定義される次の
用語を使用する： 

ａ） 応用エンティティ [application entity] 

ｂ） 応用層 [application layer] 

ｃ） 応用プロセス [application process] 

ｄ） データリンク層 [data link layer] 

ｅ） 層エンティティ [layer entity] 

ｆ） ネットワーク層 [network layer] 

ｇ） 物理層 [physical layer] 

ｈ） プレゼンテーション層 [presentation layer] 

ｉ） プレゼンテーションサービス [presentation service] 

ｊ） プロトコルまたは層プロトコル [protocol or layer protocol] 

ｋ） プロトコルデータ単位または層プロトコルデータ単位 [protocol data unit or layer protocol 
data unit] 

ｌ） サービスまたは層サービス [service or layer service] 

ｍ） サービスアクセス点 [service access point] 

ｎ） セッション層 [session layer] 

ｏ） 転送構文 [transfer syntax] 

ｐ） トランスポート層 [transport layer] 

ｑ） トランスポートプロトコル [transport protocol] 

ｒ） トランスポートコネクション [transport connection] 

３．２ 名前及びアドレスの付与方法定義 

規格のこの巻は，ISO 7498-3の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ） 発呼側プレゼンテーションアドレス [calling presentation address] 

ｂ） 着呼側プレゼンテーションアドレス [called presentation address] 

ｃ） 応答側プレゼンテーションアドレス [responding presentation address] 

ｄ） 着呼側応用エンティティ名称 [called application entity title] 

ｅ） 発呼側応用エンティティ名称 [calling application entity title] 
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３．３ サービス規約定義 

規格のこの巻は，ISO/TR 8509の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ） サービス提供者 [service provider] 

ｂ） サービス利用者 [service user] 

ｃ） 確認型サービス [confirmed service] 

ｄ） 非確認型サービス [non-confirmed service] 

ｅ） プリミティブ [primitive] 

ｆ） 要求（プリミティブ） [request (primitive)] 

ｇ） 指示（プリミティブ） [indication (primitive)] 

ｈ） 応答（プリミティブ） [response (primitive)] 

ｉ） 確認（プリミティブ） [confirmation (primitive)] 

３．４ プレゼンテーションサービス定義 

規格のこの巻は，ISO 8822の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ） 抽象構文 [abstract syntax] 

ｂ） 抽象構文名 [abstract syntax name] 

ｃ） プレゼンテーションコンテキスト [presentation context] 

ｄ） プレゼンテーションデータ値 [presentation data values] 

ｅ） 転送構文 [transfer syntax] 

ｆ） 転送構文名 [transfer syntax name] 

３．５ ＡＣＳＥサービス定義 

規格のこの巻は，ISO 8649の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ） アソシエーションまたは応用アソシエーション [association or application association] 

ｂ） 応用コンテキスト [application context] 

ｃ） アソシエーション制御サービス要素 [association control service element] 

ｄ） アソシエーション起動側 [association initiator] 

３．６ ＤＩＣＯＭ序文と概要定義 

ａ） メッセージ [message] 

３．７ ＤＩＣＯＭ通信サポート定義 

次の定義が，規格のこの巻の中で一般に使用される。 

ネットワークインタフェースユニット [Network interface unit] ： 
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ネットワークインタフェースおよびＤＩＣＯＭ２点間インタフェースを提供するゲートウェイシステ

ム。それはメッセージを一つのインタフェースから他方へ中継する。 

固有識別子（ＵＩＤ） [Unique identifier (UID)] ： 

オブジェクトのために世界的に唯一の識別子を提供するため使用される機構。それは，ＯＳＩオブジ

ェクト識別子のための ISO 8824 によって定義される構造を使用する。 

ＤＩＣＯＭ上位層 [DICOM upper layer] ： 

上位層プロトコルは，ＩＳＯ参照モデルのセッション，プレゼンテーションおよび応用層の一部に関

係している。これらのプロトコルは上位層サービスを提供する。このサービスは，ＡＣＳＥサービス

およびＯＳＩプレゼンテーション層サービスの適切なサブセットである。 

４ 記号と省略形 

次の記号と省略形が，規格のこの巻の中で使用される。 

ACR  American College of Radiology 

ACSE  Association Control Service Element 

ASCII  American Standard Code for Information Interchange 

AE  Application Entity 

ANSI  American National Standards Institute 

AP  Application Process 

ASE  Application Service Element 

ARTIM  Association Request/Reject/Release Timer 

CEN TC251  Comité Européen de Normalisation - Technical Committee 251 - Medical Informatics 

CSMA/CD  Carrier Sense Multiple Access/Collision Detection 

DICOM  Digital Imaging and Communications in Medicine 

EPHOS  European Procurement Handbook for Open Systems 

EWOS  European Workshop for Open Systems 

EWOS EG MED  EWOS Expert Group Healthcare 

FDDI  Fiber Distributed Data Interface 

HL7  Health Level 7 

IEC  International Electrotechnical Commission  

IEEE  Institute of Electrical and Electronics Engineers 

ISDN  Integrated Services Digital Network 

ISO  International Organization for Standardization 

ISP  International Standardized Profile 
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JIRA  Japan Industries Association of Radiation Apparatus 

LAN  Local Area Network 

MAP  Manufacturing Automation Protocol 

NEMA  National Electrical Manufacturers Association 

NIST  National Institute of Standards and Technology 

NIU  Network Interface Unit 

OSI  Open Systems Interconnection 

PDU  Protocol Data Unit 

PDV  Presentation Data Values 

SAP  Service Access Point 

TCP/IP  Transmission Control Program/Internet Protocol 

TOP  Technical and Office Protocols 

UID  Unique Identifier 

UL  Upper Layers 

US GOSIP  United States Government Open Systems Interconnection Profile 

WAN  Wide Area Network 

５ 規約 

次の規約が，規格のこの巻の中で示されるサービス記述表のために使用される。 

（＝） 指示または確認の中で使用される同じパラメタ値は，それぞれ要求または応答の中

で使用されるものと同じである。 

Ｃ 条件付き（利用者任意選択において） 

Ｍ 必須使用 

ＭＦ 固定値をもつ必須 

ＮＵ 使用されない 

Ｐ 提供者起動 

Ｕ 利用者任意選択 

ＵＦ 固定値をもつ利用者任意選択 

空白の登録は適用可能ではない。 

６ ネットワーク通信サポート環境 

ＰＳ３．８の中で明記されるネットワーク通信サービスは，ＤＩＣＯＭ応用エンティティの通信をサ

ポートするために提供される包括的サービスの集合である。それらは，ＯＳＩプレゼンテーションサ
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ービス（ISO 8822）によって提供されるサービスの，そしてＯＳＩアソシエーション制御サービス要
素（ＡＣＳＥ）（ISO 8649）の適切なサブセットである。それらは上位層サービスまたはＵＬサービ
スとして参照される。ＤＩＣＯＭ ＵＬサービスは，節７の中で明記される。 

上位層サービスのこの定義は，強固なそして効率的な通信を達成するためにＯＳＩプロトコルの全面

的に適合するスタック（層１から６およびＡＣＳＥ）の使用を可能にする。それは，ISO 8802-3 ＣＳ
ＭＡ／ＣＤ（しばしば Ethernet と呼ばれる），ＦＤＤＩ，ＩＳＤＮ，Ｘ．２５，専用デジタル回線そ
して多くの他のＬＡＮおよびＷＡＮネットワーク技術のような物理ネットワークの広い範囲からの選

択を使用する国際規格準拠ネットワーク技術の多くの種類をサポートする。ＯＳＩプロトコルのこの

ＤＩＣＯＭスタックは，節８の中で明記される。 

このＵＬサービスがＴＣＰ／ＩＰのための上位層プロトコルによって提供されるとき（節９参照），

既存のネットワーク環境の広い範囲が，ＤＩＣＯＭ準拠医用画像通信のために同様に使用可能である。 

ＯＳＩおよびＴＣＰ／ＩＰ環境の両方に共通なＵＬサービスの定義は，ＤＩＣＯＭ応用サービス要素

に影響を及ぼすことなしに，ＴＣＰ／ＩＰからＯＳＩ環境への移植を可能にする。 

このＵＬサービスは，また２点間インタフェース（「５０ピンインタフェース」）をサポートするた

めにＰＳ３．９の中で定義されるＤＩＣＯＭセッション／トランスポート／ネットワークサービスの

スーパーセットである。ＵＬサービスのこのスーパーセットの性質は，ＯＳＩおよびＴＣＰ／ＩＰに

よってサポートされる完全なネットワーク通信環境への，２点間インタフェースをもつ機器の相互接

続を可能にする。ＰＳ３．１は，２点間通信インタフェースおよびネットワーク環境が共存する方法

を議論する。 

図６－１は，ＤＩＣＯＭ応用エンティティの通信をサポートすることが可能である三つのプロトコル

スタックを示す。 
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医用画像応用 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ 

ＤＩＣＯＭ 
セッション／ 
トランスポート／ 
ネットワーク 
（ＳＴＮ） 

ＤＩＣＯＭ 
ＴＣＰ／ＩＰ 
のための 
上位層プロトコル

標準ネットワーク物理層 
（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ，ＦＤＤＩ，ＩＳＤＮ等）

ＤＩＣＯＭ 
データリンク 

ＤＩＣＯＭ 
物理層 
（５０ピン） 

ＴＣＰ

ＩＰ 

ＯＳＩアソシエーション制御 
サービス要素（ＡＣＳＥ） 

ＯＳＩプレゼンテーション 
カーネル 

ＯＳＩセッションカーネル 

ＯＳＩトランスポート 

ＯＳＩネットワーク 

ＬＬＣ 

ＯＳＩ 

上位層 

サービス

境界 

２点間環境 ネットワーク環境 

注：ＤＩＣＯＭ ＳＴＮはＯＳＩ上位層サービスのサブセットをサポートする。 
 

図６－１ ＤＩＣＯＭ Ｖ３．０プロトコルアーキテクチャ 
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７ ＤＩＣＯＭ応用エンティティのためのＯＳＩ上位層サービス 

この節は，ＤＩＣＯＭ応用エンティティの通信をサポートするために必要な上位層サービスを提供す

るためにＯＳＩアソシエーション制御サービス要素（ＡＣＳＥ）およびＯＳＩプレゼンテーション層

を使用する方法の記述を提供する。この上位層サービスは，ＡＣＳＥおよびＯＳＩプレゼンテーショ

ン層によって提供されるサービスの完全に適合したサブセットである。 

このＵＬサービスは表７－１の中で列挙される。 

表７－１ 上位層サービス 

サービス タイプ 
Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ 確認型 
Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ 確認型 
Ａ－ＡＢＯＲＴ 非確認型 
Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ 提供者起動型 
Ｐ－ＤＡＴＡ 非確認型 

 

上位層サービス仕様に加えて，この節は，ＤＩＣＯＭ応用エンティティによるこの上位層サービスの

各要素の使用をパラメタレベルで定義する。ＤＩＣＯＭ応用エンティティによるこの上位層サービス

の使用を指導する規則は，ＰＳ３．７の中で言及される。 

７．１ Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービス 

二つのＡＥ（応用エンティティ）間のアソシエーションの確立は，ＡＣＳＥ Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ
要求，指示，応答および確認プリミティブを通して実行される。サービスの起動側が，今後は要求側

と呼ばれ，そしてＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示を受信するサービス利用者が，今後は受諾側と呼ばれ

る。それは確認型サービスである。 

注： Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービスは，２点間インタフェース（ＰＳ３．９参照）におけるチャンネル確立
と等価のものをサポートする。 

図７－１は二つのＡＥ間のアソシエーション確立を説明する。 

 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ

要求 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ

確認 

（ＳＡＰ）

ＤＩＣＯＭ ＵＬ
サービス提供者 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ

指示 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ

応答 

（ＳＡＰ） 

要求側 受諾側 

 

図７－１ アソシエーション要求 
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７．１．１ Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥパラメタ 

表７－２はこの規格の中でＤＩＣＯＭ応用エンティティによって使用されるＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ

サービスのために必要とされるパラメタを列挙する。 

表７－２ 主要Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービスパラメタ 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥパラメタ名 要求 指示 応答 確認 
応用コンテキスト名 M M(=) M M(=) 
発呼側ＡＥ名称 M M(=) M M(=) 
着呼側ＡＥ名称 M M(=) M M(=) 
利用者情報 M M(=) M M(=) 
結果   M M(=) 
結果送信元    M 
診断   U C(=) 
発呼側プレゼンテーションアドレス M M(=)   
着呼側プレゼンテーションアドレス M M(=)   
プレゼンテーションコンテキスト定義リスト M M(=)   
プレゼンテーションコンテキスト定義リスト結果   M M(=) 

 

注： 表の規約についてはこの巻の節５を参照のこと。 

表７－３は，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービスに対する，固定値を含むかまたはこの規格の中ではＤ

ＩＣＯＭ応用エンティティよって使用されないパラメタを列挙する。 

表７－３ Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービスパラメタ（固定値または使用されない） 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥパラメタ名 要求 指示 応答 確認 

モード UF MF(=)   
応答側ＡＥ名称   MF MF(=) 
発呼側／着呼側／応答側ＡＥ修飾子 NU NU NU NU 
発呼側／着呼側／応答側ＡＰ起動ＩＤ NU NU NU NU 
発呼側／着呼側／応答側ＡＥ起動ＩＤ NU NU NU NU 
応答側プレゼンテーションアドレス   MF MF(=) 
省略時コンテキスト名／結果 NU NU NU NU 
プレゼンテーション及びセッション必要条件 UF UF(=) UF UF(=) 
その他のパラメタ（ISO 8822 および 8649 参照） NU NU NU NU 

 

７．１．１．１ モード（固定値） 

このパラメタは，任意選択モードＯＳＩ－ＡＣＳＥサービスパラメタの折衝を可能にする。“normal”
の省略時値のみが，ＤＩＣＯＭ応用エンティティによって使用される。従って，このパラメタは，値

“normal”を常に指定する。 
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７．１．１．２ 応用コンテキスト名 

このパラメタは，要求側によって提案される応用コンテキストを識別する。受諾側は，同一の名前ま

たは異なる名前の何れかを返す。返された名前が，このアソシエーションのために使用される応用コ

ンテキストを指定する。応用コンテキスト名に関する詳細な議論は，付属書Ａの中で見いだせる。 

応用コンテキストは，アソシエーション上の応用エンティティの相互作業のために必要とされる，応

用サービス要素，関係オプション，およびその他の情報の明示的に定義された集合である。 

注： 受諾側による代替の応用コンテキストの提案は，限定的な折衝のための機構を提供する。要求側が受諾側
の応用コンテキストの中で操作できない場合は，Ａ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブを発行する。応用コン

テキスト名使用法規則と同様にＤＩＣＯＭ応用エンティティのための応用コンテキスト名は，ＰＳ３．７

の中で定義される。 

７．１．１．３ 発呼側ＡＥ名称 

このパラメタは，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービスの要求側を含む応用エンティティ（ＡＥ）を識別

する。それは送信元ＤＩＣＯＭ応用名に基づく。ＤＩＣＯＭ応用名およびＡＥ名称の間の関係は，付

属書Ｃの中で明記される。発呼側ＡＥ名称は，アソシエーション上で交換されるＤＩＣＯＭメッセー

ジの中に存在する起動側アドレスと同一であることがあり，同一でないことがある。 

注： 発呼側ＡＥ名称がそれの既知の遠隔ＤＩＣＯＭ応用名の一つであるかどうかを確認することは，Ａ－ＡＳ
ＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱを受信したＵＬ利用者の責任である。 

７．１．１．４ 着呼側ＡＥ名称 

このパラメタは，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービスの予定された受諾側を含む応用エンティティを識

別する。それはあて先ＤＩＣＯＭ応用名に基づく。ＤＩＣＯＭ応用名およびＡＥ名称の間の関係は，

付属書Ｃの中で明記される。着呼側ＡＥ名称は，アソシエーション上で交換されるＤＩＣＯＭメッセ

ージの中に存在する受信側アドレスと同一であることがあり，同一でないことがある。 

注： 着呼側ＡＰ名称が，それの（またはそれらの一つの）ＤＩＣＯＭ応用名であるかどうかを確認することは，
Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱを受信したＵＬ利用者の責任である。 

７．１．１．５ 応答側ＡＥ名称（固定値） 

このパラメタは，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービスの実際の受諾側を含むＡＥを識別する。この規格

の中では，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示の着呼側ＡＥ名称と同一の値を常に含む。 

７．１．１．６ 利用者情報 

このパラメタは，ＤＩＣＯＭ応用エンティティ利用者情報を含むためにアソシエーションの要求側お

よび受諾側によって使用される。その意味は，プリミティブを伴う応用コンテキストに依存する。こ

のパラメタの使用法は，付属書Ｄの中で明記される。 

注： このパラメタは，ＤＩＣＯＭ応用エンティティのための初期化情報を，付随の応用コンテキスト名パラメ
タの値によって指定される応用コンテキストにおいて定義されるように，伝達するために使用される。 

７．１．１．７ 結果 

このパラメタは，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求の受諾側によって，ＵＬサービス提供者（ＡＣＳＥ関

係機能）によって，またはＵＬサービス提供者（プレゼンテーション関係機能）よっての何れかで提
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供される。それは，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービスを使用する結果を示す。それは次の記号値の一

つを取る： 

ａ）受諾； 

ｂ）拒絶（永続的）； 

ｃ）拒絶（一時的）。 

注： 拒絶（永続的）は，（アソシエーション要求にその様な結果が返ったとき）アソシエーション発呼側ＵＬ
利用者が「後刻再発呼」する必要がないことを意味する。永続的状態は，アソシエーション確立を阻止す

るものが存在する（例えば，遠隔ＤＩＣＯＭ応用名が未知である）。 

７．１．１．８ 結果送信元 

パラメタの値は，ＵＬサービス提供者によって供給される。それは，存在する場合には，結果パラメ

タおよび診断パラメタを生成した送信元を識別する。それは次の記号値の一つを取る： 

ａ）ＵＬサービス利用者； 

ｂ）ＵＬサービス提供者（ＡＣＳＥ関係機能）； 

ｃ）ＵＬサービス提供者（プレゼンテーション関係機能）。 

注： 結果パラメタが値「受諾」をもつ場合，このパラメタの値は「ＵＬサービス利用者」である。 

７．１．１．９ 診断 

このパラメタは，結果パラメタが「拒絶（永続的）」または「拒絶（一時的）」の値を持つ場合にの

み使用される。それは，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービスの結果についての診断情報を提供するため

に使用される。 

結果送信元のパラメタが，値「ＵＬサービス利用者」をもつ場合，それは，次の記号値の一つを取る： 

ａ）理由が与えられていない 

ｂ）応用コンテキスト名がサポートされていない 

ｃ）発呼側ＡＥ名称が認識されない 

ｄ）着呼側ＡＥ名称が認識されない 

ｅ）発呼側ＡＥ修飾子が認識されない（注参照） 

ｆ）発呼側ＡＰ起動識別子が認識されない（注参照） 

ｇ）発呼側ＡＥ起動識別子が認識されない（注参照） 

ｈ）着呼側ＡＥ修飾子が認識されない（注参照） 

ｉ）着呼側ＡＰ起動識別子が認識されない（注参照） 

ｊ）着呼側ＡＥ起動識別子が認識されない（注参照） 

結果送信元パラメタが，値「ＵＬサービス提供者」（ＡＣＳＥ関係機能）をもつ場合，それは次の記

号値の一つを取る： 

ａ）理由が与えられていない 
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ｂ）共通ＵＬの版でない 

結果送信元が，値「ＵＬサービス提供者」（プレゼンテーション関係機能）をもつ場合，それは次の

記号値の一つを取る： 

ａ）理由が与えられていない 

ｂ）一時的な輻輳 

ｃ）ローカル限度超過 

ｄ）着呼側（プレゼンテーション）アドレスが不明 

ｅ）プレゼンテーションプロトコル版がサポートされていない 

ｆ）（プレゼンテーション）サービスアクセスポイント（ＳＡＰ）が可能でない 

注： パラメタ誤りに対応する上記の記号値の幾つかは，この規格の中では使用されないけれども，それらはこ
れらのパラメタの正当でない使用から発生する誤りの通知を可能にするために含まれている。 

７．１．１．１０ 発呼側プレゼンテーションアドレス 

このパラメタは，グローバルネットワークアドレス構造内であいまいでない構造化あて先アドレスを

含む。これはＯＳＩプレゼンテーションアドレスまたはＴＣＰ／ＩＰアドレスの何れかである。付属

書Ｃを参照。 

７．１．１．１１ 着呼側プレゼンテーションアドレス 

このパラメタは，グローバルネットワークアドレス構造内であいまいでない構造化あて先アドレスを

含む。これは，ＯＳＩプレゼンテーションアドレスまたはＴＣＰ／ＩＰアドレスである。付属書Ｃを

参照 

７．１．１．１２ 応答側プレゼンテーションアドレス 

この規格の中では，応答側プレゼンテーションアドレスは，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示の着呼側プ

レゼンテーションアドレスと同一の値を常に含む。このパラメタは，グローバルネットワークアドレ

ス構造内であいまいでない構造化あて先アドレスを含む。 

７．１．１．１３ プレゼンテーションコンテキスト定義リスト 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求または指示の中で使用されるこのパラメタは，一つ以上のプレゼンテー

ションコンテキストを含むリストから構成される。各項目は，三つの構成要素，プレゼンテーション

コンテキスト識別子，抽象構文名，および一つ以上の転送構文名のリストを含む。 

このパラメタのプレゼンテーションコンテキスト識別構成要素は，通信中のプレゼンテーションコン

テキストを識別するために存在する。プレゼンテーションコンテキストのそのような識別子は，与え

られたアソシエーションのコンテキスト内でのみ適用される（即ち，異なるプレゼンテーションコン

テキストが，異なるアソシエーション上で同一のプレゼンテーションコンテキスト識別子によって識

別されることがある）。与えられたアソシエーション上の各提案プレゼンテーションコンテキストの

ために任意のしかし未使用の識別子を割り当てることは，アソシエーション要求側の責任である。 

注： 別々のプレゼンテーションコンテキストは，プレゼンテーションコンテキスト定義リストパラメタの構成
要素の各々における各抽象構文名と関連するであろう。同一の抽象構文名が一度より多く出現する場合は，

別々のそして明確に識別されるプレゼンテーションコンテキストが，各出現のために生成されるであろう
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（プレゼンテーションコンテキストあたり一つの転送構文のみが受諾されることができるので）。 

この規格によって定義され，そしてＤＩＣＯＭ応用エンティティによって使用される抽象構文は，Ｐ

Ｓ３．４の中で定義される。この規格によって定義されそしてＤＩＣＯＭ応用エンティティによって

使用される転送構文は，ＰＳ３．５の中で定義される。抽象構文および転送構文についての詳細な議

論は，付属書Ｂの中で見出すことができる。 

７．１．１．１４ プレゼンテーションコンテキスト定義結果リスト 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ応答および確認の中で使用されるこのパラメタは，プレゼンテーションコン

テキスト定義リストパラメタ（節７．１．１．１３）の中で提案されるプレゼンテーションコンテキ

スト定義の各々の受諾または拒絶を示す。プレゼンテーションコンテキスト定義結果リストパラメタ

は，結果値のリストの形式をとる。これらの結果値の各々のものとプレゼンテーションコンテキスト

定義リストパラメタの中で提案されたプレゼンテーションコンテキストの各々の間には，１対１の対

応がある。各結果値は，「受諾」，「利用者拒絶」，「提供者拒絶」の何れかを表す。結果の値は，

応答サービスプリミティブ上で，ＵＬ利用者によって割り当てられる。 

転送構文の一つよりも多くの選択が，プレゼンテーションコンテキスト定義リストの特定プレゼンテ

ーションコンテキストの中で提案されることがあるけれども，この規格の中では，プレゼンテーショ

ンコンテキストあたり一つの転送構文のみが合意される。 

７．１．１．１５ プレゼンテーション必要条件（固定値） 

このパラメタは，プレゼンテーションカーネルの範囲を越えた任意選択のプレゼンテーション機能単

位の折衝を許す。カーネル機能単位のみが，ＤＩＣＯＭ応用エンティティによって使用される。従っ

て，このパラメタは「プレゼンテーションカーネル」を常に指定する。 

７．１．１．１６ セッション必要条件（固定値） 

このパラメタは，セッションカーネルの範囲を越えた任意選択のセッション機能単位の折衝を許す。

全二重機能単位をもつカーネル機能単位のみが，ＤＩＣＯＭ応用エンティティによって使用される。 

７．１．１．１７ その他のパラメタ 

ＯＳＩ ＡＣＳＥ（ISO 8649）およびＯＳＩプレゼンテーションサービス（ISO 8822）規格の中で定義
される幾つかの任意選択パラメタは，ここでは識別されない。これらは，ＤＩＣＯＭ応用エンティテ

ィの通信のためには不要であり，そしてこの規格の中では使用されない。 

７．１．２ Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービス手続き 

７．１．２．１ アソシエーションの確立を望む（上位層サービス利用者を含む）ＤＩＣＯＭ応用エ

ンティティは，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求プリミティブを発行する。着呼側ＡＥは，要求プリミテ

ィブのパラメタによって識別される。要求側は，それがＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ確認プリミティブを

受信するまでは，Ａ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブを除き如何なるプリミティブも発行しない。 

７．１．２．２ 上位層（ＵＬ）サービス提供者は，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示プリミティブを着

呼側ＡＥに発行する。 

７．１．２．３ 着呼側ＡＥは，適切な結果パラメタをもつＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ応答プリミティ

ブを送ることによって，アソシエーションを受諾または拒絶する。上位層サービス提供者は，同一の

結果パラメタを持ったＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ確認プリミティブを発行する。結果送信元パラメタは，
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「ＵＬサービス利用者」の記号値が割り当てられる。 

７．１．２．４ 受諾側がアソシエーションを受諾する場合，アソシエーションは使用可能である。

双方のＡＥは，有効であるＤＩＣＯＭ応用コンテキストによって提供される何れのサービスもすぐに

使用することがある（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥの例外で）。 

注： これは，一度アソシエーションが確立されると，ＰＳ３．７の中で定義される通り，ＤＩＣＯＭメッセー
ジを交換することできることを意味する。 

７．１．２．５ 着呼側ＡＥがアソシエーションを拒絶する場合は，アソシエーションは確立されな

い。 

７．１．２．６ ＵＬサービス提供者が，要求されたアソシエーションをサポートする能力がないこ

とがある。この状況では，適切な結果パラメタ（拒絶）をもつＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ確認プリミテ

ィブを要求側に返す。結果送信元パラメタは，「ＵＬサービス提供者（ＡＣＳＥ関係機能）」または

「ＵＬサービス提供者（プレゼンテーション関係機能）」の記号値の何れかが適切に割り当てられる。

指示プリミティブは発行されない。アソシエーションは確立されない。 

７．１．２．７ アソシエーション要求側または受諾側の何れかが，Ａ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティ

ブを発行することによってＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービス手続きを中断することがある（節７．３

参照）。遠隔ＡＥは，Ａ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブを受信する。アソシエーションは確立されな

い。 

７．２ Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥサービス 

二つのＡＥ間のアソシエーションの正常解放は，ＡＣＳＥ Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ要求，指示，応答，お
よび確認プリミティブを通して実行される。サービスの起動側が，以後要求側と呼ばれる，そしてＡ

－ＲＥＬＥＡＳＥ指示を受信するサービス利用者は，以後受諾側と呼ばれる。それは確認型サービス

である。 

図７－２は二つのＡＥ間のアソシエーションの正常解放を説明する。 

 

Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ 
要求 

Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ 
確認 

（ＳＡＰ）

ＤＩＣＯＭ ＵＬ
サービス提供者 

Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ 
指示 

Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ 
応答 

（ＳＡＰ） 

要求側 受諾側 

 

図７－２ アソシエーション解放 

７．２．１ Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥパラメタ 

表７－４は，Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥサービスに対する，固定値を含むかまたはこの規格の中ではＤＩＣ
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ＯＭ応用エンティティによって使用されないパラメタを列挙する。 

表７－４ Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥサービスパラメタ 

Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥパラメタ名 要求 指示 応答 確認 
理由 UF UF(=) UF UF(=) 
利用者情報 NU NU(=) NU NU(=) 
結果   MF MF(=) 

 

７．２．１．１ 理由（固定値） 

要求プリミティブで使用されるとき，このパラメタは要求の緊急性の一般水準を識別する。このパラ

メタは，この規格の中では値「正常」を常に使用する。 

７．２．１．２ 結果（固定値） 

このパラメタは，この規格の中では値「肯定」を常に取る。 

７．２．２ Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥサービス手続き 

７．２．２．１ アソシエーションを解放することを希望するＵＬサービス利用者は，Ａ－ＲＥＬＥ

ＡＳＥ要求プリミティブを発行する。この要求側は，それがＡ－ＲＥＬＥＡＳＥ確認プリミティブを

受信するまでは，Ａ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブを除き更に如何なるプリミティブも発行しない。 

注： Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥサービスの要求側はＡ－ＡＢＯＲＴを除き更に如何なるプリミティブも発行しない
けれども，それはＰ－ＤＡＴＡ指示プリミティブを受信することがある。 

７．２．２．２ ＵＬサービス提供者は，Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ指示プリミティブを受諾側に発行する。

受諾側は，このときＡ－ＲＥＬＥＡＳＥ応答プリミティブ，Ａ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブ，また

はＰ－ＤＡＴＡ要求プリミティブ以外の如何なるＵＬプリミティブも発行しない。 

７．２．２．３ Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥサービスを完了するために，受諾側は，Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ応

答プリミティブを発行することによってＡ－ＲＥＬＥＡＳＥ指示プリミティブに応答する。受諾側Ｄ

ＩＣＯＭ応用エンティティは，「肯定」結果パラメタを持つＡ－ＲＥＬＥＡＳＥ応答プリミティブを

常に発行する。（即ち，解放を受諾する） 

７．２．２．４ Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ応答が発行された後，受諾側はそれ以降アソシエーションに対

して，Ｐ－ＤＡＴＡ要求を含めて，更に如何なるプリミティブも発行しない。 

７．２．２．５ ＵＬサービス提供側は，結果パラメタに対して「肯定」値を常にもつＡ－ＲＥＬＥ

ＡＳＥ確認プリミティブを発行する。 

７．２．２．６ どちらのＡＥにおける依頼側も，Ａ－ＡＢＯＲＴ要求を発行することによってＡ－

ＲＥＬＥＡＳＥサービス手続きを中断することがある。受諾側がＡ－ＡＢＯＲＴ指示を受信したとき，

アソシエーションは，転送中の情報の損失の可能性をもって解放される。 

７．２．２．７ Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥサービス手続きの衝突は，双方のＡＥにおける依頼側が，Ａ－

ＲＥＬＥＡＳＥサービスプリミティブを同時に発行する時に，結果として生ずる。この状態では，双

方のＵＬサービス利用者は，予期しないＡ－ＲＥＬＥＡＳＥ指示プリミティブを受信する。次のシー

ケンスは，アソシエーションの正常解放を完了するために発生する： 
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ａ）アソシエーション要求側は，Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ応答プリミティブを発行する。 

ｂ）アソシエーション受諾側は，その同位からのＡ－ＲＥＬＥＡＳＥ確認プリミティブを待つ。そ

れがそれを受信したとき，それはＡ－ＲＥＬＥＡＳＥ応答プリミティブを発行する。 

ｃ）アソシエーション要求側は，Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ確認プリミティブを受信する。 

アソシエーションは，双方のＡＣＳＥサービス利用者がＡ－ＲＥＬＥＡＳＥ確認プリミティブを受信

したとき解放される。 

７．３ Ａ－ＡＢＯＲＴサービス 

ＡＣＳＥ Ａ－ＡＢＯＲＴサービスは，アソシエーションの異常解放を引き起こすためにＡＥの何れか
における要求側によって使用される。それは非確認型サービスである。しかしながら，Ａ－ＡＢＯＲ

Ｔサービス手続き衝突の可能性の理由で，指示プリミティブの配達は，保証されない。このような衝

突が起こった場合でも，双方のＡＥは，アソシエーションが終了したことを承知している。中断は，

Ａ－ＡＢＯＲＴ要求およびＡ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブを通して実行される。 

注： 確立されたアソシエーション上で使用されるＡ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブは，転送中のデータの破壊
を生じることがある。 

図７－３は，二つのＡＥの間で確立されたアソシエーションの中断を説明する。 

 

Ａ－ＡＢＯＲＴ 
要求 

（ＳＡＰ）

ＤＩＣＯＭ ＵＬ
サービス提供者 

Ａ－ＡＢＯＲＴ 
指示 

（ＳＡＰ） 
 

図７－３ アソシエーション利用者起動中断 

７．３．１ Ａ－ＡＢＯＲＴパラメタ 

表７－５は，Ａ－ＡＢＯＲＴサービスのためのパラメタを列挙する。最初のパラメタのみが，この規

格の中でＤＩＣＯＭ応用エンティティによって使用される。 

表７－５ Ａ－ＡＢＯＲＴサービスパラメタ 

Ａ－ＡＢＯＲＴパラメタ名 要求 指示 
中断送信元  M 
利用者情報 NU NU(=) 
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７．３．１．１ 中断発生元 

このパラメタは，この中断の起動送信元を示す。それは次の記号値の一つをとる： 

ａ）ＵＬサービス利用者 

ｂ）ＵＬサービス提供者（ＡＣＳＥ関係） 

７．３．２ Ａ－ＡＢＯＲＴサービス手続き 

７．３．２．１ Ａ－ＡＢＯＲＴサービスが使用されるとき，アソシエーションは，異常にそして下

位にあるコネクションの異常解放と同時に解放される。 

７．３．２．２ アソシエーションを異常に解放することを望むＵＬサービス利用者は，Ａ－ＡＢＯ

ＲＴ要求プリミティブを発行する。要求側は，アソシエーションのために更に如何なるプリミティブ

も発行しない。 

７．３．２．３ ＵＬサービス提供者は，Ａ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブを受諾側に発行する。Ｕ

Ｌサービス提供者は，中断送信元パラメタに対して「ＵＬサービス利用者」の値を割り当てる。アソ

シエーションおよび下位にあるコネクションは，解放される。 

７．３．２．４ ＵＬサービス提供者（ＡＣＳＥ関係機能）は，内部の誤りの理由で，アソシエーシ

ョンの異常解放を自分自身で引き起こすことがある。この場合，ＵＬサービス提供者は，双方のＡＥ

における受諾側にＡ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブを発行する。ＵＬサービス提供者は，中断送信元

パラメタに「ＵＬサービス提供者」の値を割り当てる。利用者情報パラメタは使用されない。 

７．４ Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴサービス 

ＡＣＳＥ Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴサービスは，プレゼンテーション層および下位におけるサービスの中の
問題に起因するアソシエーションの異常解放を通知するためにＵＬサービス提供者によって使用され

る。この発生は，転送中の情報の損失の可能性を示す。Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴは，提供側起動型サービ

スである。 

図７－４は，ＵＬサービス提供者による確立されたアソシエーションの中断を説明する。 

 

Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ 
指示 

（ＳＡＰ）

ＤＩＣＯＭ ＵＬ
サービス提供者 

Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ 
指示 

（ＳＡＰ） 
 

図７．４－１ 提供者起動中断 
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７．４．１ Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴパラメタ 

表７－６は，Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴサービスのために必要とされるパラメタを列挙する。 

表７－６ Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴサービスパラメタ 

Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴパラメタ名 指示 
提供者理由 Ｐ 

 

提供者理由パラメタは，次の理由の一つを伝達するために使用される。 

ａ） 理由が明記されない 

ｂ） 認識できないＰＤＵ 

ｃ） 予期しないＰＤＵ 

ｄ） 予期しないセションサービスプリミティブ 

ｅ） 認識できないＰＤＵパラメタ 

ｆ） 予期しないＰＤＵパラメタ 

ｇ） 無効なＰＤＵパラメタ値 

注： これらの理由に加えて，ローカル定義の理由のリストが，中断を引き起こし，そしてセション，トランス
ポート，ネットワーク，データリンク，および物理層の中で起こされた誤りを反映するために使用される

ことがある。そのような誤りの発生および取り扱いは実装の内部にある，そしてそれ故，この通信規格の

適用範囲外である。 

７．４．２ Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴサービス手続き 

ＵＬサービス提供者が内部誤りを検出したとき，Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブが，双方のＡ

Ｅにおける受諾側に発行される。アソシエーションは，異常に解放される。双方のＡＥにおける要求

側は，アソシエーションのために更に如何なるプリミティブも発行しない。 

７．５ 順序制御情報 

上位層サービスのＡＣＳＥサブセットのために節７．１から７．４の中で議論した特定サービス手続

きの間の相互作用は，ＩＳＯ ８６４９－ＡＣＳＥサービス定義の節１０の中で定義される。 

７．６ Ｐ－ＤＡＴＡサ－ビス 

このプレゼンテーションＰ－ＤＡＴＡサービスは，何れかのＡＥによって，応用情報（即ち，ＤＩＣ

ＯＭメッセージ）の交換を引き起こすために使用される。ＤＩＣＯＭメッセージはＰＳ３．７の中で

定義される通り交換される。アソシエーションは，Ｐ－ＤＡＴＡ要求／指示プリミティブの同時双方

向交換を提供する。 

図７－５は，二つのＡＥ間に確立されたアソシエーション上でのデータの転送を説明する。 

2002/09/17 21



PS 3.8-2001 翻訳原稿 

 

Ｐ－ＤＡＴＡ 
要求 

（ＳＡＰ）

ＤＩＣＯＭ ＵＬ
サービス提供者 

Ｐ－ＤＡＴＡ 
指示 

（ＳＡＰ） 
 

図７－５ データ転送 

７．６．１ Ｐ－ＤＡＴＡパラメタ 

表７－７は，Ｐ－ＤＡＴＡサービスのために必要とされるパラメタを列挙する。 

表７－７ Ｐ－ＤＡＴＡサービスパラメタ 

Ｐ－ＤＡＴＡパラメタ名 要求 指示 
プレゼンテーションデータ値リスト M M(=) 

 

プレゼンテーションデータ値リストパラメタは，一つ以上のプレゼンテーションデータ値（ＰＤＶ）

を含む。各ＰＤＶは二つのパラメタから構成される：プレゼンテーションコンテキストＩＤおよび利

用者データ値。利用者データ値は，抽象構文から取られる，そしてプレゼンテーションコンテキスト

ＩＤによって識別される転送構文の中で符号化される。この参照されるプレゼンテーションコンテキ

ストＩＤは，アソシエーション確立時に同意されたプレゼンテーションコンテキストの一つを識別す

る。ＤＩＣＯＭ応用エンティティによって各ＰＤＶの中で使用される利用者データ値の形式は，付属

書Ｅの中で明記される。 
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８ ＤＩＣＯＭ ＯＳＩ上位層プロファイル 

ＤＩＣＯＭ ＯＳＩ上位層プロファイル（注１参照）は，ＤＩＣＯＭ応用エンティティの通信をサポー
トする上位層サービスを定義する。これらのＵＬサービスは，ＯＳＩアソシエーション制御サービス

要素（ＡＣＳＥ）サービス（ISO 8649）によって増強されたＯＳＩプレゼンテーションサービス（ISO 
8822）の適切なサブセットである。 

このＤＩＣＯＭ ＯＳＩ上位層プロファイルは，ISO 8802-3 ＣＳＭＡ／ＣＤ，ＦＤＤＩ，Ｘ．２５，Ｉ
ＳＤＮ，専用ディジタル回路，および多くの他のＬＡＮおよびＷＡＮネットワーク技術（注２参照）

のような広範囲の物理ネットワークに対応する各種のＯＳＩコネクション型トランスポートサービス

プロファイルによってサポートされることができる。 

このＤＩＣＯＭ ＯＳＩ上位層プロファイルは，節７の中で定義される上位層サービスを提供するため
に必要である第５層(セション)，第６層(プレゼンテーション)，および第７層(ＡＣＳＥ)に属するＯＳ
Ｉプロトコルのサブセットを明記する。そのようなプロファイルの仕様は，一つ以上のトランスポー

トプロファイルに加えて，実装の相互運用可能性を保証するために必要である。 

注： １．この「プロファイル」の概念は，ISO/IEC TR 10000 によって定義される。ＩＳＯ／ＩＥＣによって
開発され，調和がとられ，そして批准されたとき，それは国際標準化プロファイルまたはＩＳＰと呼ばれ

る。この同じ概念は，ＣＥＮおよび開放型システムのためのヨーロッパワークショップ（ＥＷＯＳ）によ

って「機能規格」として定義される。米国においては，National Institute of Standards and Technology （NIST）
が，そのようなプロファイルを「実装者同意書」として定めるＯＳＩ実装者ワークショップを主催してい

る。これらのプロファイルは，政府調達プロファイル（例えば，US GOSIP または EPHOS）または産業
界調達プロファイル（例えば，MAP または TOP）の基礎として使用される。 

  ２．多くの国際標準化プロファイル（ＩＳＰ）が使用されることがある，そのようなＩＳＰの例は： 

ａ） TA51（CSMA/CD 上のトランスポート） 

1 ISO/IEC 10608-1,  International Standardized Profile TA - Connection-mode Transport 
Service over Connection less Network Service, Part 1: General Overview and 
Subnetwork-independent Requirements. 

2 ISO/IEC 10608-2,  Part 2: TA51 Profile including Subnetwork-dependent Requirements for 
CSMA/CD LANs. 

ｂ） TB 1111/1121（X.25 上のトランスポート） 

1 ISO/IEC 10609-1, International Standardized Profile TB, TC, TD, and TE - 
Connection-mode Transport Service over Connection-mode Network Service, Part 1: 
Subnetwork-type Independent Requirements for Group TB. 

2 ISO/IEC 10609-5,  Part 5: Definition of Profile TB 1111/TB 1121 

  ３．この節の中で明記されるＤＩＣＯＭ ＯＳＩ上位層プロファイルは，「国際標準化プロファイル」に
なる候補である。この初期の版の中では，単純化された形式を使用した，技術的内容が主な焦点であった。

それは，技術的同意の集合であることが主に意図された。 

８．１ 名前およびアドレスの付与方法 

ISO 7498-3 のアドレス付与方法の原則に従う。詳しくは付属書Ｃを参照。 
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８．２ ＡＣＳＥプロトコル必要条件 

ISO 8650:1987 の適合性必要条件が，下記で満たされる： 

ａ） 応用コンテキストは，ＵＬサービスによって定義される通りサポートされる。応用コンテキス
ト名は，ＰＳ３．７および付属書Ａの中で定義される。 

ｂ） 必須，固定値をもつ必須，利用者任意選択，固定値をもつ利用者任意選択，および条件付きと
して節７の中で定義されるパラメタのみが，対応するＰＤＵの中でサポートされる必要がある。 

８．３ プレゼンテーションプロトコル必要条件 

ISO 8823:1988 の適合性必要条件が，下記で満たされる： 

ａ） カーネルプレゼンテーション機能単位が，サポートされる。 

ｂ） プレゼンテーションコネクション当り少なくとも１６のプレゼンテーションコンテキストが，
サポートされなければならない（受諾または拒絶の何れか）。 

ｃ） 抽象構文は，ＵＬサービスによって定義される通りサポートされる。抽象構文名は，ＰＳ３．
４および付属書Ｂの中で定義される。 

ｄ） 転送構文は，ＵＬサービス定義によって定義される通りサポートされる。転送構文名は，ＰＳ
３．５および付属書Ｂの中で定義される。 

ｅ） ＯＳＩ実装者ワークショップの安定実装者同意書（NIST Special Publication 500-150）の中で文
書化された一般プレゼンテーションプロトコル同意書が適用される。 

８．４ セションプロトコル必要条件 

ISO 8327:1987 および AM 2 （補遺２）の適合性必要条件が，下記で満たされる： 

ａ） セションカーネルおよび全二重機能単位がサポートされる。 

ｂ） セション版２が使用される。 

ｃ） Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ ＰＤＵの利用者データパラメタの最大長は，10,240 オクテットである。 

ｄ） ＯＳＩ実装者ワークショップの安定実装者同意書（NIST Special Publication 500-150）の中で文
書化された一般セションプロトコル同意書が適用される。 
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９ ＴＣＰ／ＩＰのためのＤＩＣＯＭ上位層プロトコル 

この節の中で明記されるＤＩＣＯＭ上位層プロトコルは，ＴＣＰ／ＩＰトランスポート層と共に使用

される。それは，ＯＳＩサポートが可能でないネットワーク環境においてのみ使用することが意図さ

れている。 

注： ＤＩＣＯＭ上位層プロトコルは，ＯＳＩトランスポート層と共には使用されない。ＯＳＩトランスポート
層と共に使用されるＯＳＩ上位層は，節８の中で定義されるものが使用される。 

９．１ ＴＣＰによって提供されるトランスポートサービスの使用 

９．１．１ 概説 

ＴＣＰトランスポートコネクションと上位層アソシエーションの間には，１対１の関係がある。従っ

て，次の規則が適用される： 

ａ） 各上位層アソシエーションは，一つのそして唯一のＴＣＰトランスポートコネクションによっ
てサポートされる。 

ｂ） 各ＴＣＰトランスポートコネクションは，一つのそして唯一の上位層アソシエーションをサポ
ートする。 

ＴＣＰトランスポートサービスによって提供されるサービスは，正式には文書化されていない。この

節では，それゆえ，多くのＴＣＰプログラミングインタフェース実装（例えば，ソケット）の中で「一

般に」使用される用語を使用する。しかし次のＲＦＣがＴＣＰ／ＩＰサポートのために必要とされる： 

ａ） RFC793, Transmission Control Program - DARPA Internet Protocol Specification 

ｂ） RFC791, Internet Protocol - DARPA Internet Protocol Specification 

ｃ） RFC792, Internet Control Message Protocol - DARPA Internet Program Protocol Specification 

ｄ） RFC950, Internet Subnetting 

ＴＣＰコネクションの確立のために，ＴＣＰポートはトランスポート選択器として働くために使用さ

れる。ＤＩＣＯＭ ＵＬエンティティは，ネットワーク上の与えられたシステム上で，このシステムの
範囲内で固有のポート番号によって識別される。遠隔ＤＩＣＯＭ ＵＬエンティティのポート番号（周
知のポート番号または他の番号）は，ＤＩＣＯＭ ＵＬエンティティ上で設定可能である。 

注： 単一のＤＩＣＯＭ ＵＬエンティティをサポートするシステムは，ＤＩＣＯＭ上位層プロトコルのために
登録された「周知のポート」：ポート番号 104（10進）を，それらのポートとして使用することを強く
勧告される。 

応用エンティティは，セキュアなトランスポートコネクションを経由してＴＣＰトランスポートサー

ビスにアクセスすることを同様に決めることがある。このセキュアなトランスポートコネクションの

性質はセキュリティプロファイルによって明記される（ＰＳ３．１５を参照）。セキュリティプロフ

ァイルは，そのプロファイルをサポートするために必要とされる最小の機構を選択する。セキュアな

トランスポートコネクションの確立中に同意される場合は，他の機構も同様に使用されることがある。 

注：１．ＤＩＣＯＭは，セキュアなトランスポートコネクションが確立される方法，あるいは同位エンティテ

ィ認証時に交換される任意の証明書の重要性は明記しない。これらの問題は，何らかのセキュリティ方針

に従っていると仮定される応用に任される。一旦応用がセキュアなトランスポートコネクションを確立し

たときには，上位層アソシエーションはそのセキュアなチャンネルを使用することができる。 
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  ２．セキュアなトランスポートコネクションのＰＤＵサイズとレコードサイズの間には，トランスポート
の効率に影響する相互作用があることがある。 

  ３．セキュアなトランスポートコネクションのための登録済ポートはＰＳ３．１５の中で定義される。 

９．１．２ ＴＣＰトランスポートコネクションをオープンする 

アソシエーションが，ＤＩＣＯＭ上位層エンティティによって確立されるとき，トランスポートコネ

クト要求プリミティブが，ＴＣＰトランスポートサービスに発行される（Active Open)。一度，ＴＣＰ
トランスポートコネクション確認が受信されると（Open Completed），Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ 
ＰＤＵが，いま確立されたトランスポートコネクション上に送られ／書き込まれる。 

ＤＩＣＯＭ上位層エンティティが，活性化するとき（アソシエーションアイドル状態），それは“listen”
を起動することによって受動モードにおいてＴＣＰトランスポートコネクションを待つ。到来するＴ

ＣＰトランスポートコネクション指示が，ネットワークから受信されるとき，それは受諾される，そ

してタイマＡＲＴＩＭ（アソシエーション要求／拒絶／解放タイマ）が設定される。ＰＤＵ（read/write）
の更なる交換は，上位層状態マシンによって明記される通り実行される（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－

ＲＱ ＰＤＵが受信される前のＡＲＴＩＭタイマ満了を含めて。節９．２参照）。 

９．１．３ ＴＣＰコネクション上でデータを転送する 

確立されたＴＣＰコネクション上のＰＤＵ（read/write）のデータ交換は，ＤＩＣＯＭ上位層プロトコ
ル状態マシン（節９．２参照）およびＤＩＣＯＭ上位層ＰＤＵ構造（節９．３参照）の仕様に従う。 

９．１．４ ＴＣＰトランスポートコネクションをクローズする 

ＴＣＰトランスポートコネクションは，“don’t linger”オプションを使用してクローズされる。 

ＴＣＰトランスポートコネクションは，多くの状況下でクローズされる。これらはＤＩＣＯＭ上位層

プロトコル状態マシンの中で記述される。幾つかの典型的な場合が，次で議論される： 

ａ） Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ－ＲＱが送られる，そしてＡ－ＲＥＬＥＡＳＥ－ＲＰ ＰＤＵが受信され
る後 

ｂ） トランスポートコネクションがＤＩＣＯＭ遠隔ＵＬエンティティによって確立された，そして
Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱがＡＲＴＩＭタイマが満了する前に受信されない時 

ｃ） Ａ－ＡＢＯＲＴ ＰＤＵが受信された時 

ｄ） Ａ－ＡＢＯＲＴ ＰＤＵが送られる，そしてＡＲＴＩＭタイマがトランスポートコネクション
がクローズされる前に満了する時 

ｅ） ＴＣＰコネクションがトランスポートサービス提供者によって切断されている時（例えば，ネ
ットワーク障害） 

ｆ） ＴＣＰコネクションが遠隔ＤＩＣＯＭ ＵＬエンティティによって切断されている時。 

注： １．アソシエーション拒絶，解放または中断の正常な完了の後，および資源の一時的不足のような特定の
状態の中を除き，上位層状態マシンはＴＣＰコネクションを切断，またはその確立を拒絶しない。適切な

挙動はアソシエーション拒絶または中断サービスを使用することである。 

  ２．ＡＲＴＩＭタイマはアソシエーション確立または解放を監督することには使用されない。そのような
機構はＤＩＣＯＭ上位層の上の層のプロトコルの定義の下に置かれる（即ち，ＤＩＣＯＭ応用エンティテ

ィ，ＰＳ３．７を参照）。 
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９．１．５ ＡＲＴＩＭタイマ 

ＤＩＣＯＭ上位層エンティティ上のアソシエーションの要求，拒絶，そして解放を管理するために使

用されるＡＲＴＩＭタイマの値は，ネットワーク構成の広い範囲を取り扱うために設定可能とされる。 

９．２ ＴＣＰ／ＩＰ状態マシンのためのＤＩＣＯＭ上位層プロトコル 

９．２．１ マシン状態定義 

表９－１ アソシエーションなし 

状態 定義 
Sta1 アイドル 

 

表９－２ アソシエーション確立 

状態 定義 
Sta2 トランスポートコネクションオープン（A-ASSOCIATE-RQ PDU を待つ）
Sta3 ローカル A-ASSOCIATE 応答プリミティブを待つ（ローカル利用者から）
Sta4 トランスポートコネクションオープンが完了することを待つ（ローカルト

ランスポートサービスから） 
Sta5 A-ASSOCIATE-AC または A-ASSOCIATE-RJ PDU を待つ 

 

表９－３ データ転送 

状態 定義 
Sta6 アソシエーション確立されそしてデータ転送のための準備ができている 

 

表９－４ アソシエーション解放 

状態 定義 
Sta7 A-RELEASE-RP PDU を待つ 
Sta8 A-RELEASE応答プリミティブを待つ（ローカル利用者から） 
Sta9 要求側衝突解放；A-RELEASE 応答を待つ（ローカル利用者から） 
Sta10 受諾側衝突解放；A-RELEASE-RP PDU を待つ 
Sta11 要求側衝突解放；A-RELEASE-RP PDU を待つ 
Sta12 受諾側衝突解放；A-RELEASE 応答プリミティブを待つ（ローカル利用者か

ら） 

 

表９－５ トランスポートコネクションクローズを待つ 

状態 定義 
Sta13 トランスポートコネクションクローズ指示を待つ（アソシエーションがも

はや存在しない） 
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９．２．２ 状態マシン活動定義 

表９－６ アソシエーション確立関係活動 

動作 定義 
AE-1 TRANSPORT CONNECT 要求プリミティブをローカルトランスポートサー

ビスに発行する。次の状態は Sta4 
AE-2 A-ASSOCIATE-RQ PDU を送信する。 

次の状態は Sta5 
AE-3 A-ASSOCIATE 確認（受諾）プリミティブを発行する。 

次の状態は Sta6 
AE-4 A-ASSOCIATE 確認（拒絶）プリミティブを発行する，そしてトランスポ

ートコネクションをクローズする。次の状態は Sta1 
AE-5 トランスポートコネクション応答プリミティブを発行する；ARTIMタイマ

を開始する。次の状態は Sta2 
AE-6 ARTIM タイマを停止する，そして A-ASSOCIATE-RQ がサービス提供者

によって受諾可能の場合は： 
－ A-ASSOCIATE 指示プリミティブを発行する。次の状態は Sta3。 
それ以外は： 
－ A-ASSOCIATE-RJ PDU を発行し，そして ARTIM タイマを開始す
る。次の状態は Sta13 

AE-7 A-ASSOCIATE-AC PDU を送信する。 
次の状態は Sta6 

AE-8 A-ASSOCIATE-RJ PDU を送信する，そして ARTIM タイマを開始する。次
の状態は Sta13 

 

表９－７ データ転送関係活動 

動作 定義 
DT-1 P-DATA-TF PDU を送信する。 

次の状態は Sta6 
DT-2 P-DATA 指示プリミティブを送信する。 

次の状態は Sta6 

 

表９－８ アソシエーション解放関係活動 

動作 定義 
AR-1 A-RELEASE-RQ PDU を送信する。 

次の状態は Sta7 
AR-2 A-RELEASE 指示プリミティブを発行する。 

次の状態は Sta8 
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AR-3 A-RELEASE 確認プリミティブを発行する，そしてトランスポートコネクシ
ョンをクローズする。次の状態は Sta1 

AR-4 A-RELEASE-RP PDU 発行する，そして ARTIM タイマを開始する。次の
状態は Sta13 

AR-5 ARTIM タイマを停止する。 
次の状態は Sta1 

AR-6 P-DATA 指示を発行する。 
次の状態は Sta7 

AR-7 P-DATA-TF PDU を発行する。 
次の状態は Sta8 

AR-8 A-RELEASE 指示を発行する（衝突解放）： 
－ アソシエーション要求側の場合，次の状態は Sta9 
－ それ以外の場合は，次の状態は Sta10 

AR-9 A-RELEASE-RP PDU を送信する。 
次の状態は Sta11 

AR-10 A-RELEASE 確認プリミティブを発行する。 
次の状態は Sta12 

 

表９－９ アソシエーション中断関係活動 

動作 定義 
AA-1 A-ABORT PDU（サービス利用者送信元）を送信する，そして ARTIM タイ

マを開始する（スタート済の場合は再スタート）； 
次の状態は Sta13 

AA-2 ARTIM タイマが動作中ならば停止する。トランスポートコネクションをク
ローズする。次の状態は Sta1 

AA-3 （サービス利用者が起動する中断）の場合は 
－ A-ABORT 指示を発行する，そしてトランスポートコネクションを
クローズする。 

それ以外の場合は（サービス提供者が起動する中断）： 
－ A-P-ABORT 指示を発行する，そしてトランスポートコネクション
をクローズする。 

次の状態は Sta1 
AA-4 A-P-ABORT 指示プリミティブを発行する。 

次の状態は Sta1 
AA-5 ARTIM タイマを停止する。 

次の状態は Sta1 
AA-6 PDU を無視する。 

次の状態は Sta13 
AA-7 A-ABORT PDU を送信する。 

次の状態は Sta13 
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AA-8 A-ABORT PDU を送信する（サービス提供者送信元），A-P-ABORT 指示
を発行する，そして ARTIMタイマを開始する。 
次の状態は Sta13 

 

９．２．３ ＴＣＰ／ＩＰのためのＤＩＣＯＭ上位層プロトコル状態遷移表 

ＤＩＣＯＭ上位層プロトコル状態遷移が，表９－１０の中で明記される。この表は，プロトコル操作

に対する正常および誤りの場合の双方を扱っている。アソシエーションの着呼側と発呼側の見地の両

方がこの表の中に記述されている。 
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表９－１０ ＤＩＣＯＭ上位層プロトコル状態遷移表 

状態 アソシ

エーシ

ョンな

し 

アソシエーション確立 デー

タ

転送

アソシエーション解放 
（正常および衝突） 

ＴＰ

閉塞

を待

つ

 
イベント 

Sta1 Sta2 Sta3 Sta4 Sta5 Sta6 Sta7 Sta8 Sta9 Sta10 Sta11 Sta12 Sta13

A-ASSOCIATE要求（局所利用者） AE-1 
Sta4 

            

トランスポートコネクション確認

（局所ランスポートサービス） 
   AE-2

Sta5
         

A-ASSOCIATE-AC PDU（トランス
ポートコネクション上で受信） 

 AA-1
Sta13

AA-8
Sta13

 AE-3
Sta6

AA-8
Sta13

AA-8
Sta13

AA-8
Sta13

AA-8 
Sta13 

AA-8 
Sta13 

AA-8 
Sta13 

AA-8
Sta13

AA-6
Sta13

A-ASSOCIATE-RJ PDU（トランス
ポートコネクション上で受信） 

 AA-1
Sta13

AA-8
Sta13

 AE-4
Sta1

AA-8
Sta13

AA-8
Sta13

AA-8
Sta13

AA-8 
Sta13 

AA-8 
Sta13 

AA-8 
Sta13 

AA-8
Sta13

AA-6
Sta13

トランスポートコネクション指示

（局所トランスポートサービス） 
AE-5 
Sta2 

            

A-ASSOCIATE-RQ PDU（トランス
ポートコネクション上で受信） 

 AE-6
Sta3 
or 13

AA-8
Sta13

 AA-8
Sta13

AA-8
Sta13

AA-8
Sta13

AA-8
Sta13

AA-8 
Sta13 

AA-8 
Sta13 

AA-8 
Sta13 

AA-8
Sta13

AA-7
Sta13

A-ASSOCIATE応答プリミティブ
（受諾） 

  AE-7
Sta6

          

A-ASSOCIATE応答プリミティブ
（拒絶） 

  AE-8
Sta13

          

P-DATA要求プリミティブ      DT-1
Sta6

 AR-7
Sta8

     

P-DATA-TF PDU 
 

 AA-1
Sta13

AA-8
Sta13

 AA-8
Sta13

DT-2
Sta6

AR-6
Sta7

AA-8
Sta13

AA-8 
Sta13 

AA-8 
Sta13 

AA-8 
Sta13 

AA-8
Sta13

AA-6
Sta13

A-RELEASE要求プリミティブ      AR-1
Sta7

       

A-RELEASE-RQ PDU（オープント
ランスポートコネクション上で受

信） 

 AA-1
Sta13

AA-8
Sta13

 AA-8
Sta13

AR-2
Sta8

AR-8
Sta9 
or 10

AA-8
Sta13

AA-8 
Sta13 

AA-8 
Sta13 

AA-8 
Sta13 

AA-8
Sta13

AA-6
Sta13

A-RELEASE-RP PDU （トランス
ポートコネクション上で受信） 

 AA-1
Sta13

AA-8
Sta13

 AA-8
Sta13

AA-8
Sta13

AR-3
Sta1

AA-8
Sta13

AA-8 
Sta13 

AR-10 
Sta12 

AA-3 
Sta1 

AA-8
Sta13

AA-6
Sta13

A-RELEASE応答プリミティブ        AR-4
Sta13

AR-9 
Sta11 

  AR-4
Sta13

 

A-ABORT要求プリミティブ   AA-1
Sta13

AA-2
Sta1

AA-1
Sta13

AA-1
Sta13

AA-1
Sta13

AA-1
Sta13

AA-1 
Sta13 

AA-1 
Sta13 

AA-1 
Sta13 

AA-1
Sta13

 

A-ABORT PDU（オープントラン
スポートコネクション上で受信） 

 AA-2
Sta1 

AA-3
Sta1

 AA-3
Sta1

AA-3
Sta1

AA-3
Sta1

AA-3
Sta1

AA-3 
Sta1 

AA-3 
Sta1 

AA-3 
Sta1 

AA-3
Sta1

AA-2
Sta1

トランスポートコネクション閉塞

指示（局所トランスポートサービ

ス） 

 AA-5
Sta13

AA-4
Sta1

AA-4
Sta1

AA-4
Sta1

AA-4
Sta1

AA-4
Sta1

AA-4
Sta1

AA-4 
Sta1 

AA-4 
Sta1 

AA-4 
Sta1 

AA-4
Sta1

AR-5
Sta1

ARTIMタイマ満了した（アソシエ
ーション拒絶／解放タイマ） 

 AA-2
Sta1 

          AA-2
Sta1

認識できないまたは無効な PDU
を受信した 

 AA-1
Sta13

AA-8
Sta13

 AE-8
Sta13

AA-8
Sta13

AA-8
Sta13

AA-8
Sta13

AA-8 
Sta13 

AA-8 
Sta13 

AA-8 
Sta13 

AA-8
Sta13

AA-7
Sta13
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９．３ ＴＣＰ／ＩＰデータ単位構造のためのＤＩＣＯＭ上位層プロトコル 

９．３．１ 概説 

プロトコルデータ単位（ＰＤＵ）は，層内の同位エンティティ間で交換されるメッセージフォーマッ

トである。ＰＤＵはプロトコル制御情報および利用者データから構成される。ＰＤＵは，一つ以上の

項目および／または副項目を含む任意選択の可変領域によって後続される，必須固定領域によって構

築される。 

認識されないタイプの項目は無視され，そしてスキップされる。項目は，それらの項目タイプの昇順

において現れる。同じ項目の幾つかのインスタンスは，各項目によって明記される通りに受諾される

か，またはされない。 

ＤＩＣＯＭ ＵＬプロトコルは幾つかのプロトコルデータ単位で構成される： 

ａ） Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ ＰＤＵ 

ｂ） Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ ＰＤＵ 

ｃ） Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＪ ＰＤＵ 

ｄ） Ｐ－ＤＡＴＡ－ＴＦ ＰＤＵ 

ｅ） Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ－ＲＱ ＰＤＵ 

ｆ） Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ－ＲＰ ＰＤＵ 

ｇ） Ａ－ＡＢＯＲＴ ＰＤＵ 

ＤＩＣＯＭ ＵＬ ＰＤＵの符号化は，次のように定義される（ビッグエンディアンバイト並び）： 

注： ビッグエンディアンバイト並びは，ＯＳＩおよびＴＣＰ／ＩＰ環境との整合性のために選ばれた。これは，
ＤＩＣＯＭ ＵＬ ＰＤＵヘッダのみに関係する。ＰＤＵメッセージ断片の符号化は，アソシエーション確
立時に折衝される転送構文によって定義される。 

ａ） 各ＰＤＵタイプは，表現されるときは，バイト１が最も低いバイト番号で，順次番号がつけら
れる，一つ以上のバイトで構成される。 

ｂ） ＰＤＵ内の各バイトは，表現されるときは，ビット０が低い順位のビットである，７から０に
番号がつけられる，８ビットで構成される。 

ｃ） 連続的なバイトが文字の列を表現するために使用されるとき，最低バイト番号が最初の文字を
表す。 

ｄ） 連続的なバイトが２進数を表現するために使われるとき，より低いバイト番号が最上位の値を
もつ。 

ｅ） 最低バイト番号が，トランスポートサービスデータの流れの中で最初に置かれる。 

ｆ）ＰＤＵの概説が，図９－１および９－２の中で示される。各ＰＤＵの詳細構造は，次の節の中

で明記される。 

注： ＵＬサービスの中で定義される多くのパラメタは，これらのＰＤＵの中に反映されない。（例えば，サー
ビスパラメタ，固定値，ＤＩＣＯＭ応用エンティティによって使用されない値） 
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ＰＤＵ

タイプ 
プロト

コル版 
発呼側

ＡＥ

名称

ＰＤＵ

長さ 
着呼側

ＡＥ

名称

（可変長領域） 
下に示す一つ以上の項目を

含む 

1 1 4 2 2 16 16 32

結果／理

由（ＡＣ

に使用）

（可変長領域） 
下に示す一つ以上の項目

を含む 

1 1 1

（一つ以

上） 

（一つのみ） 

1 1 2 4

応用コン

テキスト

項目 

プレゼン

テーショ

ンコンテ

キスト 
項目 

A-ASSOCIATE-RQ PDU/A-ASSOCIATE-AC PDU 

注：全ての領域サイズは

バイト 

項目 
タイプ 

項目 
長さ 

1 1 2 

プレゼンテ

ーションコ

ンテキスト

ＩＤ

1

（ＲＱ中に一

つのみ）

項目

タイプ

抽象構文 項目

長さ

1 1 2 < = 64

（ＡＣ中に存

在しない）

（ＲＱ中に一

つ以上） 
項目

タイプ

抽象構文 項目

長さ

1 1 2 < = 64

（ＡＣ中に一

つのみ） 

抽象構文 
項目 

転送構文 
項目 

（一つのみ）

項目 
タイプ 

応用コンテキスト 項目 
長さ 

1 1 2 < = 64

項目 
タイプ 

項目 
長さ 

（可変長領域） 
下に示す一つ以上の項目を含

む 

1 1 2 

（一つのみ）

項目 
タイプ 

受信される最大長さ 項目

長さ

利用者 
情報項

目 

最大長さ 
項目 

 

図９－１ プロトコルデータ単位構造および符号化 
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ＰＤＵ 
タイプ 

ＰＤＵ 
長さ 

（可変長領域） 
下に示す一つ以上のプレゼンテーションデータ値項目を含む 

1 1 4 

項目

長さ

プレゼンテーションデータ

値（ＰＤＶ）ＤＩＣＯＭメ

ッセージコマンドまたはデ

ータ集合情報 
4 1

プレゼン

テーショ

ンデータ

値項目 

ＰＤＵ

タイプ 
結果 * 理由／

診断 *
ＰＤＵ 
長さ 

発生元
* 

1 1 4 1 1 1 1

A-ASSOCIATE-RJ PDU/A-RELEASE-RQ PDU/ 
A-RELEASE-RP PDU/A-ABORT PDU 

P-DATA-TF PDU 

* 注：特定のＰＤＵに依存し、この領域は使用されるか予約されることがある 

注：全ての領域サイズはバイト 

プレゼンテ

ーションコ

ンテキスト

ＩＤ

 

図９－２ プロトコルデータ単位構造および符号化 

９．３．２ Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ ＰＤＵ構造 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ ＰＤＵは，可変長領域によって後続される必須領域のシーケンスで作
られる。表９－１１は必須領域のシーケンスを示す。 

可変長領域は，一つの応用コンテキスト項目，一つ以上のプレゼンテーションコンテキスト項目，そ

して一つの利用者情報項目で構成される。副項目がプレゼンテーションコンテキストおよび利用者情

報項目のために存在する。 

表９－１１ ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ ＰＤＵ領域 

ＰＤＵバイト 領域名 領域の記述 
1 ＰＤＵタイプ 01H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-6 ＰＤＵ長さ このＰＤＵ長さは次の領域の最初のバイトから可変領域の最

後のバイトまでのバイトの数である。それは符号なし２進数と

して符号化される。 
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7-8 プロトコル版 この２バイト領域は発呼側終端システムによってサポートさ
れるＤＩＣＯＭ ＵＬプロトコルの各版を識別するために一つ
のビットを使用する。これは版１であり，ビット 0 設定で識
別される。ＤＩＣＯＭ ＵＬプロトコルのこの版だけを実装し
ているこのＰＤＵの受信側は，ビット 0 が設定されているこ
とだけを試験する。 

9-10 予約済 この予約済領域は値 00H で送信されるが，受信時にこの値は
試験されない。 

11-26 着呼側ＡＥ名称 あて先ＤＩＣＯＭ応用名。意味のない先導および後続のスペー
ス（20H）をもつ ISO 646:1990 基本 G0 集合によって定義さ
れる１６文字として符号化される。「応用名が指定されていな

い」を意味する１６スペース（20H）によって作られる値は使
用されない。この領域の使用法の完全な記述については，節 
7.1.1.4 を参照。 

27-42 発呼側ＡＥ名称 送信元ＤＩＣＯＭ応用名。意味のない先導および後続のスペー
ス（20H）をもつ ISO 646:1990 基本 G0 集合によって定義さ
れる１６文字にとして符号化される。「応用名が指定されてい

ない」を意味する１６スペース（20H）によって作られる値は
使用されない。この領域の使用の完全な記述は，節 7.1.1.3 を
参照。 

43-74 予約済 この予約済領域は全てのバイトに対して値 00H で送信される
が，受信時にこの値は試験されない。 

75-xxx 可変項目 この可変領域は次の項目を含む：一つの応用コンテキスト項

目，一つ以上のプレゼンテーションコンテキスト項目，および

一つの利用者情報項目。これらの項目の使用法に関する完全な

記述は，この巻の節 7.1.1.2，7.1.1.13 および 7.1.1.6 を参照。

 

９．３．２．１ 応用コンテキスト項目構造 

応用コンテキスト項目は，可変長領域によって後続される必須領域のシーケンスで作られる。表９－

１２は必須領域のシーケンスを示す。 

表９－１２ 応用コンテキスト項目領域 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 10H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトから応用コンテキス

ト名領域の最後のバイトまでのバイト数である。それは符号な

し２進数として符号化される。 
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5-xxx 応用コンテキス

ト名 
有効な応用コンテキスト名は付属書Ｆの中で定義される通り

符号化される。この領域の使用法の記述については，節 7.1.1.2 
を参照。応用コンテキスト名はＰＳ３．５の中で定義されるＵ

ＩＤとして構成される（この概念の概要については付属書Ａを

参照）。ＤＩＣＯＭ応用コンテキスト名はＰＳ３．７の中で登

録される。 

 

９．３．２．２ プレゼンテーションコンテキスト項目構造 

プレゼンテーションコンテキスト項目は，可変領域によって後続される必須固定長領域のシーケンス

で作られる。表９－１３は，必須領域のシーケンスを示す。 

可変領域は，一つ以上の転送構文副項目によって後続される一つの抽象構文副項目で構成される。 

表９－１３ プレゼンテーションコンテキスト項目領域 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 20H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトから最後の転送構文

項目の最後のバイトまでのバイトの数である。それは記号なし

２進数に符号化される。 
5 プレゼンテーシ

ョンコンテキス

トＩＤ 

プレゼンテーションコンテキストＩＤ値は 1 から 255 まで
の間の奇数の整数であり，符号なし２進数として符号化され

る。この領域の使用法の完全な記述については節 7.1.1.13 を参
照。 

6 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試
験されない。 

7 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試
験されない。 

8 予約済 この予約済領域は値 00Hで送られるが，受信時にこの値は試
験されない。 

9-xxx 抽象／転送構文

副項目 
この可変領域は次の副項目を含む：一つの抽象構文および一つ

以上の転送構文。これらの副項目の使用と符号化に関する完全

な記述は，この巻の節 9.3.2.2.1 と 9.3.2.2.2 を参照。 

 

９．３．２．２．１ 抽象構文副項目構造 

抽象構文副項目は，可変領域によって後続される必須固定長領域のシーケンスで作られる。表９－１

４は，必須領域のシーケンスを示す。 
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表９－１４ 抽象構文副項目領域 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 30H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-4 項目長さ この項目長さは，次の領域の最初のバイトから抽象構文名領域

の最後のバイトまでのバイト数である。それは符号なし２進数

として符号化される。 
5-xxx 抽象構文名 この可変領域は提案されたプレゼンテーションコンテキスト

に関係する抽象構文名を含む。有効な抽象構文名は付属書Ｆの

中で定義される通り符号化される。この領域の使用法の記述に

ついては節 7.1.1.13 を参照。抽象構文名はＰＳ３．５の中で定
義されるＵＩＤとして構築される。（この概念の概要について

は付属書Ｂを参照）。ＤＩＣＯＭ抽象構文名はＰＳ３．４の中

で登録される。 

 

９．３．２．２．２ 転送構文副項目構造 

転送構文副項目は，可変領域によって後続される必須固定長領域のシーケンスで作られる。表９－１

５は必須領域のシーケンスを示す。 

表９－１５ 転送構文副項目領域 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 40H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトから転送構文名領域

の最後のバイトまでのバイトの数である。それは符号なし２進

数として符号化される。 
5-xxx 転送構文名 この可変領域はプレゼンテーションコンテキストのために提

案された転送構文名を含む。有効な転送構文名は付属書Ｆの中

で定義される通り符号化される。この領域の使用法の記述につ

いては，節 7.1.1.13 を参照。転送構文名はＰＳ３．５の中で定
義されるＵＩＤとして構築される。（この概念の概要について

は付属書Ｂを参照）。ＤＩＣＯＭ転送構文名はＰＳ３．５の中

で登録される。 

 

９．３．２．３ 利用者情報項目構造 

利用者情報項目は，可変領域によって後続される必須固定長領域のシーケンスで作られる。表９－１

６は必須領域のシーケンスを示す。 

可変領域は一つ以上の利用者データ副項目で構築される。 
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表９－１６ 利用者情報項目領域 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 50H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトから利用者データ領

域の最後のバイトまでのバイトの数である。それは符号なし２

進数として符号化される。 
5-xxx 利用者データ この可変領域はＤＩＣＯＭ応用エンティティによって定義さ

れる利用者データ副項目を含む。これらの副項目の構造と内容

は付属書Ｄの中で定義される。 

 

９．３．３ Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ ＰＤＵ構造 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ ＰＤＵは，可変長領域によって後続される必須領域のシーケンスによ
って作られる。表９－１７は，必須領域のシーケンスを示す。 

可変領域は，一つの応用コンテキスト項目，一つ以上のプレゼンテーションコンテキスト項目，およ

び一つの利用者情報項目で構成される。副項目はプレゼンテーションコンテキストおよび利用者情報

項目に対して存在する。 

表９－１７ Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ ＰＤＵ領域 

ＰＤＵバイト 領域名 領域の記述 
1 ＰＤＵタイプ 02H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-6 ＰＤＵ長さ このＰＤＵ長さは次の領域の最初のバイトから可変領域の最

後のバイトまでのバイトの数である。それは符号なし２進数と

して符号化される。 
7-8 プロトコル版 この２バイト領域は発呼側終端システムによってサポートさ

れるＤＩＣＯＭ ＵＬプロトコルの各版を識別するために一つ
のビットを使用する。これは版１であり，ビット 0 設定で識
別される。ＤＩＣＯＭ ＵＬプロトコルのこの版だけを実装し
ているこのＰＤＵの受信側はビット 0 が設定されていること
だけを試験する 

9-10 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試
験されない。 

11-26 予約済 この予約済領域は A-ASSOCIATE-RQ PDU の同じ領域の中で
受信される値と同一の値が送られるが，受信時にその値は試験

されない。 
27-42 予約済 この予約済領域は A-ASSOCIATE-RQ PDU の同じ領域の中で

受信される値と同一の値が送られるが，受信時にその値は試験

されない。 
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43-74 予約済 この予約済領域は A-ASSOCIATE-RQ PDU の同じ領域の中で
受信される値と同一の値が送られるが，受信時にその値は試験

されない。 
75-xxx 可変項目 この可変領域は次の項目を含む：一つの応用コンテキスト項

目，一つ以上のプレゼンテーションコンテキスト項目，および

一つの利用者情報項目。これらの項目の完全な記述について

は，節 7.1.1.2，7.1.1.14 および 7.1.1.6 を参照。 

 

９．３．３．１ 応用コンテキスト項目構造 

応用コンテキスト項目は，可変長領域によって後続される必須領域のシーケンスで作られる。表９―

１２は必須領域のシーケンスを示す。 

９．３．３．２ プレゼンテーションコンテキスト項目構造 

プレゼンテーションコンテキスト項目は，可変領域によって後続される必須固定長領域のシーケンス

で作られる。表９－１８は，必須領域のシーケンスを示す。 

可変領域は，一つの転送構文法副項目で構築される。 

表９－１８ プレゼンテーションコンテキスト項目領域 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 21H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトから転送構文副項目

の最後のバイトまでのバイト数である。それは符号なし２進数

として符号化される。 
5 プレゼンテーシ

ョンコンテキス

トＩＤ 

プレゼンテーションコンテキストＩＤの値は 1 から 255 まで
の間の奇数の整数であり，符号なし２進数として符号化され

る。この領域の使用法の完全な記述については節 7.1.1.13 を参
照。 

6 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試
験されない。 

7 結果／理由 この結果／理由領域は符号なし２進数として符号化される整

数値を含む。次の値の一つが用いられる： 
0 - 受諾； 
1 - 利用者拒絶 
2 - 理由無（提供者拒絶） 
3 - 抽象構文がサポートされていない（提供者拒絶） 
4 - 転送構文がサポートされていない（提供者拒絶） 

8 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試
験されない。 
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9-xxx 転送構文副項目 この可変領域は一つの転送構文副項目を含む。結果／理由領域
が受諾（0）以外の値を持つときは，この領域は意味はなく，
受信時にその値は試験されない。この項目の使用法と符号化の

完全な記述は，節 9.3.3.2.1 を参照。 

 

９．３．３．２．１ 転送構文副項目構造 

転送構文副項目は，可変領域によって後続される必須固定長領域のシーケンスによって作られる。表

９－１９は必須領域のシーケンスを示す。 

表９－１９ 転送構文副項目領域 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 40H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトから転送構文名領域

の最後のバイトまでのバイトの数である。それは符号なし２進

数として符号化される。 
5-xxx 転送構文名 この可変領域はこのプレゼンテーションコンテキストのため

に提案された転送構文名を含む。有効な転送構文名は付属書Ｆ

の中で定義される通りに符号化される。この領域の使用の記述

は節 7.1.1.14 を参照。転送構文名はＰＳ３．５の中で定義され
るＵＩＤとして構築される。（この概念の概要については付属

書Ｂを参照）。ＤＩＣＯＭ転送構文名はＰＳ３．５の中で登録

される。 

 

９．３．３．３ 利用者情報項目構造 

利用者情報項目は，可変領域によって後続される必須固定長領域のシーケンスで作られる。表９－２

０は必須領域のシーケンスを示す。 

可変領域は一つ以上の利用者データ副項目で構築される。 

表９－２０ 利用者情報項目領域 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 50H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトから使用者データ情

報項目領域の最後のバイトまでのバイト数のである。それは符

号なし２進数として符号化される。 

2002/09/17 40



PS 3.8-2001 翻訳原稿 

5-xxx 利用者データ この可変領域はＤＩＣＯＭ応用エンティティによって定義さ
れる利用者データ副項目を含む。これらの副項目の構造と内容

は付属書Ｄの中で定義される。 

 

９．３．４ Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＪ ＰＤＵ構造 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＪ ＰＤＵは，必須領域のシーケンスによって作られる。表９－２１は必
須領域のシーケンスを示す。 

表９－２１ ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＪ ＰＤＵ領域 

ＰＤＵバイト 領域名 領域の記述 
1 ＰＤＵタイプ 03H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-6 ＰＤＵ長さ このＰＤＵ長さは次の領域の最初のバイトから理由／診断領

域の最後のバイトまでのバイトの数である。それは符号なし２

進数として符号化される。 
7 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
8 結果 この結果領域は符号なし２進数として符号化された整数値を

含む。次の値の一つが用いられる： 
1 - 永久に拒絶 
2 - 一時的に拒絶 

9 送信元 この送信元領域は符号なし２進数として符号化された整数値

を含む。次の値の一つが用いられる： 
1 - ＤＩＣＯＭ ＵＬサービス利用者 
2 - ＤＩＣＯＭ ＵＬサービス提供者（ACSE関係機能） 
3 - ＤＩＣＯＭ ＵＬサービス提供者（プレゼンテーション関
係機能） 
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10 理由／診断 この領域は符号なし２進数として符号化された整数値を含む。

送信元領域が値（1）「ＤＩＣＯＭ ＵＬサービス利用者」を持
つ場合は，それは次の一つをとる： 

1 - 理由が与えられていない 
2 - 応用コンテキスト名がサポートされていない 
3 - 発呼側ＡＥ名称が認識できない 
4-6 - 予約済 
7 - 着呼側ＡＥ名称が認識できない 
8-10 - 予約済 
送信元領域が値（2）「ＤＩＣＯＭ ＵＬサービス提供者（ACSE
関係機能）」を持つ場合は，それは次の一つをとる： 

1 - 理由が与えられていない； 
2 - プロトコル版がサポートされていない。 
送信元領域が値（3）「ＤＩＣＯＭ ＵＬサービス提供者（プレ
ゼンテーション関係機能）」を持つ場合は，それは次の一つを

とる： 
0 - 予約済 
1 - 一時的輻輳 
2 - ローカル制限超過 
3-7 - 予約済 
注： 予約済領域はＯＳＩ ＡＣＳＥ／プレゼンテーションサービス
およびプロトコルと調和を保つために使用される。 

 

９．３．５ Ｐ－ＤＡＴＡ－ＴＦ ＰＤＵ構造 

Ｐ－ＤＡＴＡ－ＴＦ ＰＤＵは，可変長領域によって後続される必須固定長領域のシーケンスで作られ
る。表９－２２は必須領域のシーケンスを示す。 

可変領域は一つ以上のプレゼンテーションデータ値項目を含む。 

表９－２２ Ｐ－ＤＡＴＡ－ＴＦ ＰＤＵ領域 

ＰＤＵバイト 領域名 領域の記述 
1 ＰＤＵタイプ 04H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-6 ＰＤＵ長さ このＰＤＵ長さは次の領域の最初のバイトから可変領域の最

後のバイトまでのバイトの数である。それは符号なし２進数と

して符号化される。 
7-xxx プレゼンテーシ

ョンデータ値項

目 

この可変データ領域は一つ以上のプレゼンテーションデータ

値項目を含む。この項目の使用法の完全な記述については，節

9.3.5.1 を参照。 
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９．３．５．１ プレゼンテーションデータ値項目構造 

プレゼンテーションデータ値項目は，一つの可変長領域によって後続される必須固定長領域のシーケ

ンスから作られる。表９－２３は領域のシーケンスを示す。 

可変領域は一つのプレゼンテーションデータ値で構築される。 

表９－２３ プレゼンテーションデータ値項目領域 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1-4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトからプレゼンテーシ

ョンデータ値領域の最後のバイトまでのバイトの数である。そ

れは符号なし２進数として符号化される。 
5 プレゼンテーシ

ョンコンテキス

トＩＤ 

プレゼンテーションコンテキストＩＤ値は 1 から 255 まで
の間の奇数の整数であり，符号なし２進数として符号化され

る。この領域の使用法の完全な記述については，節 7.1.1.13 を
参照。 

6-xxx プレゼンテーシ

ョンデータ値 
このプレゼンテーションデータ値領域はメッセージ制御ヘッ

ダーをもつＤＩＣＯＭメッセージ情報（コマンドおよび／また

はデータ集合）を含む。この領域の使用法の完全な記述につい

ては付属書Ｅを参照 

 

９．３．６ Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ－ＲＱ ＰＤＵ構造 

Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ－ＲＱ ＰＤＵは，必須領域のシーケンスで作られる。表９－２４は領域のシーケ
ンスを示す。 

表９－２４ Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ－ＲＱ ＰＤＵ領域 

ＰＤＵバイト 領域名 領域の記述 
1 ＰＤＵタイプ 05H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-6 ＰＤＵ長さ このＰＤＵ長さは次の領域の最初のバイトから予約済領域の

最後のバイトまでのバイトの数である。このＰＤＵの場合に

は，それは符号なし２進数として符号化された 00000004H の
固定値をもつ。 

7-10 予約済 この予約済領域は値 00000000H で送られるが，受信時にこの
値は試験されない。 

 

９．３．７ Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ－ＲＰ ＰＤＵ構造 

Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ－ＲＰ ＰＤＵは，必須領域のシーケンスで作られる。表９－２５は領域のシーケ
ンスを示す。 
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表９―２５ Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ－ＲＰ ＰＤＵ領域 

ＰＤＵバイト 領域名 領域の記述 
1 ＰＤＵタイプ 06H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-6 ＰＤＵ長さ このＰＤＵ長さは次の領域の最初のバイトから予約済領域の

最後のバイトまでのバイトの数である。このＰＤＵの場合に

は，それは符号なし２進数として符号化された 00000004H の
固定値をもつ。 

7-10 予約済 この予約済領域は値 00000000H で送られるが，受信時にこの
値は試験されない。 

 

９．３．８ Ａ－ＡＢＯＲＴ ＰＤＵ構造 

Ａ－ＡＢＯＲＴ ＰＤＵは，必須領域のシーケンスで作られる。表９－２６は必須領のシーケンスを示
す。 

Ａ－ＡＢＯＲＴ ＰＤＵは，Ａ－ＡＢＯＲＴサービス（利用者起動）およびＡ－Ｐ－ＡＢＯＲＴサービ
ス（提供者起動）の両者をサポートする。 

表９－２６ Ａ－ＡＢＯＲＴ ＰＤＵ領域 

ＰＤＵバイト 領域名 領域の記述 
1 ＰＤＵタイプ 07H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-6 ＰＤＵ長さ このＰＤＵ長さは次の領域の最初のバイトから理由／診断領

域の最後のバイトまでのバイトの数である。このＰＤＵの場合

は，それは符号なし２進数として符号化された 00000004H の
固定値をもつ。 

7 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試
験されない。 

8 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試
験されない。 

9 送信元 この送信元領域は符号なし２進数として符号化された整数値

を含む。次の値の一つが使用される： 
0 - ＤＩＣＯＭ ＵＬサービス利用者（中断起動） 
1 - 予約済 
2 - ＤＩＣＯＭ ＵＬサービス提供者（中断起動） 
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10 理由／診断 この領域は符号なし２進数として符号化された整数の値を含

む。送信元領域が値（2）「ＤＩＣＯＭ ＵＬサービス提供者」
を持つ場合は，それは次の一つをとる： 

0 - 理由が指定されていない 
1 - 認識できないＰＤＵ 
2 - 予期しないＰＤＵ 
3 - 予約済 
4 - 認識できないＰＤＵパラメタ 
5- 予期しないＰＤＵパラメタ 
6 - 無効なＰＤＵパラメタ値 
送信元領域が値（0）「ＤＩＣＯＭ ＵＬサービス利用者」を持
つ場合は，この理由領域は意味をもたない。それは値 00H で
送られるが，受信時にこの値は試験されない。 
注： 予約済領域はＯＳＩ ＡＣＳＥ／プレゼンテーションサービス
およびプロトコルと調和を保つために使用される。 
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１０ 適合性 

１０．１ 適合性必要条件 

１０．１．１ ＯＳＩネットワーク通信サポート 

ＤＩＣＯＭ Ｖ３．０ ＯＳＩネットワーク通信サポートへの適合性を主張する実装は： 

ａ） 節８の中で定義されるＯＳＩ ＡＣＳＥ，プレゼンテーションおよびセッションプロトコル必
要条件を満足する。 

ｂ） ＯＳＩオブジェクト識別子（ISO 8824 および ISO/IEC 9834-3）のために定義される登録済み応
用コンテキスト名，抽象構文名，および転送構文名を使用する。 

ｃ） 特定物理ネットワーク上のＯＳＩトランスポートのための国際標準化プロファイルの一つを
使用する。 

１０．１．２ ＴＣＰ／ＩＰネットワーク通信サポート 

ＤＩＣＯＭ Ｖ３．０ ＴＣＰ／ＩＰネットワーク通信サポートへの適合性を主張する実装は： 

ａ） 節９の中で定義されるＤＩＣＯＭ上位層プロトコル必要条件を満足する。 

ｂ） ＯＳＩオブジェクト識別子（ISO 8824 および ISO/IEC 9834-3）のために定義される登録済み応
用コンテキスト名，抽象構文名，および転送構文名を使用する。 

注： 付属書Ｆは，応用コンテキスト名，抽象構文名，および転送構文名のためのＤＩＣＯＭ上位層プロトコル
符号化を定義する。ISO 8825 定義の符号化は使用しない。 

ｃ） 特定物理ネットワーク上のＴＣＰ／ＩＰの操作を定義している公表されたそして承認された
ＲＦＣの一つを使用する。 

１０．２ 適合性宣言 

ネットワーク環境の中で通信サポートのためのＤＩＣＯＭ Ｖ３．０への適合性を主張する実装は，次
の一つを述べる： 

ａ） トランスポートＩＳＰの次のリスト（ISPxxx，ISPyyy等）および関連する実装情報をもつＤＩ
ＣＯＭ Ｖ３．０ ＯＳＩネットワーク通信サポート。これは節１０．１．１の中で定義される
適合性必要条件が満足されることを意味する。 

ｂ）物理ネットワークの次のリストおよび対応するＲＦＣ／関連実装情報をもつＤＩＣＯＭ Ｖ３．
０ ＴＣＰ／ＩＰネットワーク通信サポート。これは節１０．１．２の中で定義される適合性
必要条件が満足されることを意味する。 
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付属書Ａ（情報） 応用コンテキスト名 

Ａ．１ 応用コンテキストの定義 

応用コンテキストは，応用サービス要素，関係オプションおよびアソシエーション上で応用エンティ

ティの相互動作のために必要なその他の情報の集合を明確に定義する。応用コンテキストの使用法は

ＰＳ３．７の中で定義される。 

アソシエーションを確立するとき二つの応用エンティティは，応用コンテキストについて合意する。

アソシエーションの要求側は応用コンテキスト名を提案する，そして受諾側は同一かまたは異なる応

用コンテキスト名の何れかを返す。返された名前は，このアソシエーションのために使用されるべき

応用コンテキストを指定する。受諾側による代替え応用コンテキストの提案は，制限された折衝のた

めの機構を提供する。要求側が受諾側の応用コンテキストの中で操作できない場合は，それはＡ－Ａ

ＢＯＲＴ要求プリミティブを発行するであろう。このような折衝は，ＤＩＣＯＭ応用エンティティの

将来の版の導入を容易にするであろう。 

Ａ．２ 応用コンテキスト名符号化および登録 

応用コンテキスト名構造は，ＩＳＯ ８８２４によって定義されるＯＳＩオブジェクト識別（数字形式）
に準拠している。応用コンテキスト名は，全世界で唯一であることを保証するためにＩＳＯ ９８３４
－３によって定義される登録値である。応用コンテキスト名は，ＯＳＩネットワーク通信サポートが

節８の中で定義される通り使用されるときは，ＩＳＯ ８８２５（数字形式のオブジェクト識別子）の
中で定義される通り符号化される。それらは，ＴＣＰ／ＩＰネットワーク通信サポートが，節９の中

で定義される通り使用されるときは，付属書Ｆの中で定義される通り符号化される。 

Ａ．２．１ ＤＩＣＯＭ登録済応用コンテキスト名 

ＤＩＣＯＭ応用コンテキスト名の定義と登録に対して責任をもつ組織はＮＥＭＡである。ＮＥＭＡは

全てのＤＩＣＯＭ応用コンテキスト名に対して唯一であることを保証する。ＤＩＣＯＭ応用エンティ

ティに関係するＤＩＣＯＭ登録済応用コンテキスト名の選択は，関連折衝規則と同様にＰＳ３．７の

中で定義される。 

Ａ．２．２ 私的定義応用コンテキスト名 

私的定義応用コンテキスト名が，同様に使用されることがあるが，しかしながらこれらはＮＥＭＡよ

って登録されない。私的応用コンテキスト名を定義する組織は，ＯＳＩオブジェクト識別子のために

定義されるそれらの適切な登録を受けることに責任がある。国際標準化機構に多くの国（例えば，英

国，フランス，ドイツ，日本，米国，等）を代表する国家標準化機構は，ＩＳＯ ９８３４－３によっ
て定義される登録事務局として行動する。 

注： 例えば米国においては，ＡＮＳＩが希望するどの組織にも組織識別子を（有料で）割り当てる。この識別
子は，４数字構成要素のシリーズで作られる；1（ＩＳＯを識別する），2（ＩＳＯメンバーボディ支部を
識別する），840（米国を代表するＩＳＯメンバーボディとしてＡＮＳＩを識別する），および xxxxxx（特
定組織を識別する，そしてＡＮＳＩによって発行される）。このような識別子は，一つ以上の数字構成要

素から作られる接尾辞を加えることがあるルートとして，識別された組織によって使用されることがある。

識別された組織は，唯一であることを保証するためにこれらの接尾辞を適切に登録する責任を受諾する。

ＡＮＳＩの連絡先は次の通りである： 

  ANSI 
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Registration Coordinator 
11 West 42nd Street, New York, New York 10036 
Tel. (212) 642 - 4900 
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付属書Ｂ（情報） 抽象構文および転送構文 

Ｂ．１ 抽象構文定義 

抽象構文は，それらを表現するために使用される符号化技術から独立している表記法規則を使用する

ことによる，関連意味または応用層プロトコル制御情報をもつ応用層データ要素の仕様である。 

注： 特に，それは，通信中の応用エンティティが（例えば，データ辞書の特定の版から）ＤＩＣＯＭデータ要
素の同意された集合および／または情報オブジェクトクラス定義を折衝することを可能にする。 

Ｂ．２ 転送構文定義 

転送構文は，一つ以上の抽象構文によって定義されるデータ要素を明確に表現することを可能にする

符号化規則の集合である。特に転送構文の折衝は，通信中の応用エンティティが，彼らがサポートす

ることが可能である符号化技術（例えば，バイト並び，圧縮，など）について同意することを可能に

する。 

Ｂ．３ ＤＩＣＯＭ抽象および転送構文名符号化および登録 

抽象および転送構文名の構造は，ＩＳＯ ８８２４によって定義されるＯＳＩオブジェクト識別（数字
形式）に準拠している。抽象および転送構文名は，全世界で唯一であることを保証するためにＩＳＯ ９
８３４－３によって定義される登録値である。抽象および転送構文名は，ＯＳＩネットワーク通信サ

ポートが節８の中で定義される通り使用されるときは，ＩＳＯ ８８２５（数字形式のオブジェクト識
別子）の中で定義される通り符号化される。これらは，ＴＣＰ／ＩＰネットワーク通信サポートが節

９の中で定義される通り使用されるときは，付属書Ｆの中で定義される通り符号化される。 

Ｂ．３．１ ＤＩＣＯＭ登録済抽象および転送構文名 

ＤＩＣＯＭ抽象および転送構文名の定義と登録に対して責任をもつ組織はＮＥＭＡである。ＮＥＭＡ

は全てのＤＩＣＯＭ抽象および転送構文名に対して唯一であることを保証する。ＤＩＣＯＭ応用エン

ティティの特定の版に関係したＤＩＣＯＭ登録抽象および転送構文名の選択は，関連折衝規則と同様

に，抽象構文についてはＰＳ３．４の中で，そして転送構文についてはＰＳ３．５の中で定義される。 

Ｂ．３．２ 私的に定義される抽象および転送構文名 

私的定義抽象および転送構文名が，同様に使用されることがあるが，しかしながらこれらはＮＥＭＡ

によって登録されない。私的抽象および転送構文名を定義する組織は，ＯＳＩオブジェクト識別子の

ために定義されるそれらの適切な登録を受けることに責任がある。国際標準化機構に多くの国（例，

英国，フランス，ドイツ，日本，米国，など）を代表する国家標準化機構は，ＩＳＯ ９８３４－３に
よって定義される登録事務局として行動する。 

注： 例えば米国においては，ＡＮＳＩが希望するどの組織にも組織識別子を（有料で）割り当てる。この識別
子は，４数字構成要素のシリーズで作られる；1（ＩＳＯを識別する），2（ＩＳＯメンバーボディ支部を
識別する），840（米国を代表するＩＳＯメンバーボディとしてのＡＮＳＩを識別する），および xxxxxx
（特定組織を識別する，そしてＡＮＳＩによって発行される）。このような識別子は，一つ以上の数字構

成要素から作られる接尾辞を加えることがあるルートとして，識別された組織によって使用されることが

ある。識別された組織は，唯一であることを保証するためにこれらの接尾辞を適切に登録する責任を受諾

する。ＡＮＳＩの連絡先は次の通りである： 
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  ANSI 
Registration Coordinator 
11 West 42nd Street, New York, New York 10036 
Tel. (212) 642 - 4900 
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付属書Ｃ（規程） ＤＩＣＯＭアドレス付与方法 

Ｃ．１ ＤＩＣＯＭ応用名 

ＤＩＣＯＭ応用名は，ネットワークにおいて特定システム上の唯一のサービスまたは応用を識別する。

応用名はネットワークトポロジから独立している，このため，機器が物理的に移動されることがあっ

ても，その対応する応用名は同ーで残ることがある。ＤＩＣＯＭ応用名は，しばしば利用者に何らか

の意味を伝えることがある頭字語または略語の集合である。ＤＩＣＯＭ応用名の符号化についてはＰ

Ｓ３．５を参照。 

注： ＤＩＣＯＭ応用名はこの規格の前の版においては論理アドレスと呼ばれていた。 

ＤＩＣＯＭ応用名は図Ｃ．１－１の中で示される通り，通信の二つのインスタンスにおいて使用され

る： 

ａ） 着呼側／発呼側の応用エンティティ名称を確認するために。これらは，アソシエーションを確
立するために，そしてアソシエーションが予期される応用とともに確立されることを保証する

ために使用される。ＯＳＩまたはＴＣＰ／ＩＰアドレスに写像する方法は，実装特有である（例

えば，静的定義，ネームサーバ，等）。ＯＳＩまたはＴＣＰ／ＩＰアドレスは，Ａ－ＡＳＳＯ

ＣＩＡＴＥ要求／指示の着呼側および発呼側プレゼンテーションアドレスパラメタとしてＵ

Ｌサービスに伝達される。 

ｂ） ＤＩＣＯＭメッセージの起動側／受信側を識別するために。これらは，確立されたアソシエー
ション上で交換される各メッセージをもつＤＩＣＯＭコマンドの中で伝達される。 

Ｃ．２ 命名およびアドレス付与方法使用法規則 

Ｃ．２．１ ＤＩＣＯＭ応用名は，包括的ＯＳＩ ＵＬサービスの着呼側／発呼側応用エンティティ名
称領域，およびＤＩＣＯＭメッセージの中のＤＩＣＯＭメッセージ起動側／受信側データ要素の双方

の中で使用される。アソシエーションの確立時に使用されるＤＩＣＯＭ着呼側／発呼側応用エンティ

ティ名称領域は，アソシエーション上で交換されるメッセージの対応するＤＩＣＯＭメッセージ起動

側／受信側領域と同一の名前を含むことがあり，含まないこともある。 

Ｃ．２．２ ネットワーク上のＤＩＣＯＭシステムは，異なるＤＩＣＯＭ応用名によって識別される

幾つかの応用プロセスをサポートすることがある。 

Ｃ．２．３ アソシエーション要求を受信する際，対応するローカル応用が存在しないときに，アソ

シエーションを拒絶することができるように，着呼側応用エンティティ名称が確認される。 

Ｃ．２．４ メッセージを受信する際，ＤＩＣＯＭ応用エンティティは，メッセージが正しいローカ

ルＤＩＣＯＭ応用に届いていることを確認するために，コマンドグループの中でＤＩＣＯＭ受信側デ

ータ要素を確認する。 
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写像 

 
ＤＩＣＯＭ 

応用名 

として使用する 

起動側および受信側 
（ＤＩＣＯＭメッセージの中

で） 
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

ＤＩＣＯＭ 
アソシエーション 

ＯＳＩ上位層 

サービス境界 

ＴＣＰ／ＩＰアドレス 

または 

ＯＳＩプレゼンテーションアドレス 
（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求および指

示のプレゼンテーションアドレスパラメ

タの中で伝達される） 

ＤＩＣＯＭ 

応用エンティティ 

着呼側および発呼側 
応用エンティティ名称 
（アソシエーション 
確立のために） 

 

図Ｃ．１－１ 命名およびアドレス付与方法 
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付属書Ｄ（規格） Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ利用者情報パラメタの 
使用法および形式 

このパラメタは，アソシエーション確立時にＤＩＣＯＭ応用エンティティの通信に関係する多くの機

能の折衝を可能にする。 

Ｄ．１ 最大長折衝 

この折衝は，受信側が，各Ｐ－ＤＡＴＡ指示のプレゼンテーションデータ値リストパラメタのサイズ

を制限することを可能にする。アソシエーション要求側は，各Ｐ－ＤＡＴＡ指示の中でそれが受信す

る準備ができているＰＤＶリストパラメタに対するバイトでの最大長を，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要

求プリミティブの利用者情報パラメタの中で，指定する。アソシエーション受諾側は，そのＤＩＣＯ

Ｍメッセージの断片の中で，各Ｐ－ＤＡＴＡ要求の中に含まれるＰＤＶのリストがこの最大長を越え

ないことを保証する。同様に，アソシエーション受諾側は，各Ｐ－ＤＡＴＡ指示の中でそれが受信の

準備ができているＰＤＶリストパラメタのためのバイトでの最大長を，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ応答

プリミティブの利用者情報パラメタの中で指定することができる。アソシエーション要求側は，ＤＩ

ＣＯＭメッセージのその断片の中で，各Ｐ－ＤＡＴＡ要求の中に含まれるＰＤＶのリストが，この最

大長を越えないことを保証する。異なった最大長が，アソシエーション上のデータの流れのそれぞれ

の方向に対して明記することができる。 

最大長項目サポートが，全てのＤＩＣＯＭ Ｖ３．０適合実装に対して必要とされる。 

Ｄ．１．１ 最大長副項目構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ） 

最大長副項目は，必須固定長領域のシーケンスで作られる。ただ一つの最大長副項目が，Ａ－ＡＳＳ

ＯＣＩＡＴＥ－ＲＱにおける利用者データ情報の中に存在する。表Ｄ．１－１は必須領域のシーケン

スを示す。 

表Ｄ．１－１ 最大長副項目領域（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ） 

項目バイト 領域名 領域の定義 

1 項目タイプ 51H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-4 項目長 この項目長は次の領域の最初のバイトから受信最大長領域の

最後のバイトまでのバイトの数である。この項目の場合符号な

し２進数として符号化された 00000004H の固定値を持つ。 
5-8 受信最大長 このパラメタは，アソシエーション要求側が，一度確立された

アソシエーション上で受諾側によって送信される P-DATA-TF 
PDU の可変領域の最大長を制限することを可能にする。この
長さ値は，符号なし２進数として符号化されるバイトの数とし

て示される。（0）の値は最大長が明記されないことを示す。
この最大長値は，アソシエーション要求側によって受信される

P-DATA-TF PDU のＰＤＵ長さ領域の中で使用されるＰＤＵ
長さ値によって越えられることは決してない。そうでなけれ

ば，それはプロトコル誤りである。 
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Ｄ．１．２ 最大長副項目構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ） 

最大長副項目は，必須固定長領域のシーケンスで作られる。ただ一つの最大長副項目が，Ａ－ＡＳＳ

ＯＣＩＡＴＥ－ＡＣにおける利用者データ情報の中に存在する。表Ｄ．１－２は，必須領域のシーケ

ンスを示す。 

表Ｄ．１－２ 最大長副項目領域（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ） 

項目バイト 領域名 領域の定義 

1 項目タイプ 51H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，受信時にこの値は試

験されない。 
3-4 項目長 この項目長は次の領域の最初のバイトから受信最大長領域の

最後のバイトまでのバイトの数である。この項目の場合符号な

し２進数として符号化された 00000004H の固定値を持つ。 
5-8 受信最大長 このパラメタは，アソシエーション受諾側が，一度確立された

アソシエーション上で要求側によって送信される P-DATA-TF 
PDU の可変領域の最大長を制限することを可能にする。この
長さ値は，符号なし２進数として符号化されるバイトの数とし

て示される。（0）の値は最大長が明記されないことを示す。
この最大長値は，アソシエーション受諾側によって受信される

P-DATA-TF PDU のＰＤＵ長さ領域の中で使用されるＰＤＵ
長さ値によって越えられることは決してない。そうでなけれ

ば，それはプロトコル誤りである。 

 

Ｄ．２ 拡張利用者情報折衝 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥプリミティブの利用者情報パラメタが，ＵＬサービスを使用するＤＩＣＯＭ

応用エンティティの折衝の必要性をサポートするために拡張することができる。これは特定利用者情

報副項目の定義に帰着する。これらの副項目は，ＰＳ３．７の中で登録される固有の項目タイプ値に

割り当てられる。 

注： 利用者情報領域の中の副項目タイプの値は，この規格によって，51H から FFH の範囲に割り当てられる。
副項目値は，ＰＳ３．７およびＰＳ３．８によって定義される。 
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付属書Ｅ（規格） ＤＩＣＯＭ応用エンティティによる 
Ｐ－ＤＡＴＡサービスの使用法 

この付属書は，ＤＩＣＯＭメッセージが，ＤＩＣＯＭ応用エンティティによってＰ－ＤＡＴＡサービ

スの中にカプセル化される方法を明記する。 

Ｅ．１ カプセル化規則 

ＤＩＣＯＭメッセージは，プレゼンテーションデータ値（ＰＤＶ）の利用者データとして，Ｐ－ＤＡ

ＴＡ要求プリミティブの中でカプセル化される。ＤＩＣＯＭメッセージは，コマンド断片およびデー

タ断片の中で断片化され，それぞれがＰＤＶの中に置かれる。同じプレゼンテーションコンテキスト

が，同一のメッセージのあらゆる断片に対して使用される（即ち，同じメッセージの断片を含んでい

るＰＤＶの利用者データのための同じプレゼンテーションコンテキストＩＤ）。ＰＤＶ利用者データ

パラメタは，メッセージ制御ヘッダによって先導される一つのそして唯一の断片（コマンドまたはデ

ータの何れか）を含む。このヘッダは下記を示すであろう： 

ａ） 断片がコマンドまたはデータタイプの何れであるか 

ｂ） 断片がＤＩＣＯＭメッセージのコマンド／データ流れの最終の断片であるか，否かの何れか 

Ｐ－ＤＡＴＡ要求ＰＤＶリストパラメタは，一つ以上のこのようなＰＤＶを含む（メッセージ制御ヘ

ッダおよび完全なメッセージ断片）。各ＰＤＶは，与えられたＰ－ＤＡＴＡ要求プリミティブの中に

全体が含まれている，そして幾つかのＰ－ＤＡＴＡ要求プリミティブに渡って広がらない。Ｐ－ＤＡ

ＴＡ要求プリミティブの中に含まれるＰＤＶは，同一のＤＩＣＯＭメッセージに関係している。メッ

セージの各断片は，偶数のバイトで構成される。 

注： １．ＰＳ３．５がメッセージを偶数バイト境界上に定義するので，パディングは必要ではない。 

  ２．上記の規則は，ＰＤＶの中に含まれる各断片が偶数のバイトで構成されること（のみ）を述べる。そ
のため，（ＤＩＣＯＭ応用エンティティによって定義される，ＰＳ３．５参照）グループ番号，要素番号，

値長さ等のような符号化は，同じＰＤＶ内にあることを保証しない。 

何れのメッセージの断片も，どのメッセージの断片の順序も保持しているＰ－ＤＡＴＡ要求の対応す

るシリーズによって，与えられたアソシエーション上で，送信されるＰＤＶのシリーズに帰着する。

さらに，他のどのメッセージの断片も，現在のメッセージの全ての断片が送信されてしまうまでは，

送信されない（即ち，異なったメッセージからの断片をさしはさむことは許可されない）。 

同じＰ－ＤＡＴＡ要求プリミティブの中の二つの連続したＰＤＶは（従って，同じプレゼンテーショ

ンコンテキストＩＤを使用している同じメッセージの断片を含んでいる），同じタイプ（コマンドま

たはデータ）をもつ二つのメッセージ制御ヘッダを含まないことが，強く推奨される。これらは，送

信側によって単一のＰＤＶの中に結合されているべきである。しかしながら，受信側は，そのような

ＰＤＶを受信し，そして処理することができなければならない。 

注： 上記の規則は，最初のＰＤＶ（設定された最終断片フラグをもつ）の中でコマンド断片の，そしてこれに
従う２番目のＰＤＶ（設定されたまたは設定されていない最終断片フラグを持つ）の中のデータ断片を，

同じＰ－ＤＡＴＡ要求／指示の中で送ることを許す。特に，Ｐ－ＤＡＴＡ要求のＰＤＶリストパラメタの

ために折衝された最大長が，完全なメッセージを保持するために充分である場合は，単一のＰ－ＤＡＴＡ

要求が，全体のメッセージを交換するために使用することができる。 
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Ｅ．２ メッセージ制御ヘッダ符号化 

メッセージ制御ヘッダは，各ＤＩＣＯＭメッセージ断片の初めの部分に配置される（図Ｅ．２－１参

照）。その存在は，全てのＤＩＣＯＭ抽象構文に対して必須である（抽象構文の詳細な議論について

は付属書Ｂを参照）。 

メッセージ制御ヘッダは，次の値の一つをとる最下位ビット（ビット０）をもつ１バイトで作られる： 

ａ） ビット０が１に設定された場合，続く断片はメッセージコマンド情報を含む。 

ｂ） ビット０が０に設定された場合，続く断片はメッセージデータ集合情報を含む。 

次の最下位ビットは（ビット１）は次の規則によって定義される： 

ａ） ビット１が１に設定される場合，続く断片はメッセージデータ集合のまたはメッセージコマン
ドの最後の断片を含む。 

ｂ） ビット１が０に設定される場合，続く断片はメッセージデータ集合のまたはメッセージコマン
ドの最後の断片を含まない。 

ビット２からビット７は常に送信側によって０に設定され，受信側によって検査されない。 

注： トランスポートデータの流れにおいて，メッセージ制御ヘッダは，各ＰＤＶの中で最初のバイトである。
アソシエーション確立時に折衝される転送構文は，コマンド／データ断片のための符号化を定義する。 

 

最初のバイト コマンドまたはデータ断片 

メッセージ制御ヘッダ 

プレゼンテーションデータ値（ＰＤＶ） 
ＤＩＣＯＭメッセージ 

コマンドまたはデータ集合情報 

データ／コマンド

最終／最終でない 

プレゼンテーション 
データ値 

 

図Ｅ．２－１ プレゼンテーションデータ値およびメッセージ制御ヘッダ 
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付属書Ｆ（規格） 応用コンテキスト，抽象構文，転送構文のための 
ＤＩＣＯＭ上位層符号化規則 

Ｆ．１ 符号化規則 

応用コンテキスト名，抽象構文名，転送構文名，およびサービスクラスＵＩＤは，ＩＳＯ ８８２４に
よって定義される数字形式のＯＳＩオブジェクト識別子である。ＤＩＣＯＭ ＵＬプロトコルの中のこ
れらの名前の符号化は，この付属書の中で明記される。これはＯＳＩ上位層プロトコルには適用され

ない。 

名前またはＵＩＤの各構成要素は，ＩＳＯ ６４６：１９９０－基本Ｇ０集合のバイトの数字列（文字 
0-9）として符号化される。各構成要素の先頭の 0 は意味がない，そして送信されない。構成要素はパ
ディングされない。構成要素は，文字“.”（2EH）によって区切られる。“Null”構成要素（二つの
区切り記号の間に数値が無い）は存在しない。値零（0）をもつ構成要素は（nnn.0.ppp）として符号化
される。区切り記号もパディングも，最初の構成要素の最初の桁の前，または最後の構成要素の最後

の桁の後には，存在しない。 

注： １．ＩＳＯ ６４６：１９９０基本Ｇ０集合文字列として符号化された列“1.2.840.123456.0.21.4”は，オ
ブジェクト識別子構成要素の次のシーケンスをもつ次のＵＩＤまたは名前を伝達する：｛(1), (2), (840), 
(123456), (0), (21), (4)｝ 

  ２．上記の規則はＵＩＤの比較の実行を簡単にするために作られた。 

ＤＩＣＯＭ応用コンテキスト名（ルートと添字）は，（数字と構成要素の間の区切り記号）全部で６

４文字を越えない。 

ＤＩＣＯＭ抽象および転送構文名（ルートと接尾辞）は，（数字と構成要素の間の区切り記号）全部

で６４文字を越えない。 
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付属書Ｇ（情報） ＯＳＩ層およびサービス概念の概要 

ＯＳＩ７層参照モデルのような，層化された通信モデルの中では，各層は直下の層によって提供され

るサービスを使用する。下位層サービスの上部のプロトコル層の操作が，上の層に新しいサービスを

提供する。サービスはプロトコルの層の間の“接着剤”である。 

サービスは，プロトコルそれ自身の詳細な仕様の知識を必要とせずに，プロトコルの操作の結果とし

て生じる効果を記述する。プロトコルはネットワークを横切る二つの計算機システム間の水平方向の

対話を明記しており，一方サービスはシステム内の垂直方向の関係を記述している。図Ｇ－１参照。 

 

層内のプロトコル

上の層に提供され

るサービス 

下位の層によって

提供されるサービ

 

図Ｇ－１ サービスとプロトコルの関係 

ＯＳＩ上位層サービスは，多くのサービスプリミティブによって記述される。それら各々は，上の層

におけるサービス利用者とサービス提供者の間の機能的相互作用の一つをモデル化する。この規格の

コンテキストの中では，サービス利用者は，ＤＩＣＯＭ応用サービス要素と呼ばれる。サービス提供

者は，上位層と呼ばれ，上位層プロトコルを実行する。 

注： この規格の中で定義されるＯＳＩ ＵＬサービスは，ＤＩＣＯＭ ＯＳＩ上位層プロファイル（節８）また
はＴＣＰ／ＩＰのためのＤＩＣＯＭ上位層プロトコル（節９）の何れかによって提供することができる。 

これらのサービスプリミティブは，サービスアクセスポイント（ＳＡＰ）と呼ばれるところで層境界

を横切る。ほとんどの場合，二つの応用エンティティ（ＡＥ）の中のサービスプリミティブの間に，

直接的な関係が存在する。これは，これらのプリミティブの名前の中に反映される： 

ａ） システムＡの中の要求プリミティブは，システムＢの中の指示プリミティブを引き起こす。 

ｂ） システムＢの中の指示プリミティブが応答を必要とする場合，応答プリミティブが，システム
Ｂ中のサービスアクセスポイント（ＳＡＰ）において発行されることがある。この応答プリミ

ティブは，システムＡの中で確認プリミティブを引き起こすであろう。 

サービスプリミティブの異なるタイプおよびそれらの関係が，図Ｇ－２の中に示される。点線は，要
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求／応答プリミティブによって引き起こされるか，または指示／確認プリミティブを発生させるプロ

トコルデータユニットの交換を表している。 

 

 

要求プリミティブ 

確認プリミティブ 
システムＡの中の

サービスアクセス

ポイント（ＳＡＰ）

ＤＩＣＯＭ ＵＬ
サービス提供者 

指示プリミティブ

応答プリミティブ

システムＢの中の

サービスアクセス

ポイント（ＳＡＰ）

システムＡの中の応用

エンティティ 
システムＢの中の応用

エンティティ 

 

図Ｇ－２ サービス記述規約 

 

2002/09/17 59



PS 3.8-2001 翻訳原稿 

付属書Ｈ（情報） 項目およびＰＤＵタイプの索引 

 

01H 34 
02H 38 
03H 41 
04H 42 
05H 43 
06H 44 
07H 44 
10H 35 
20H 35, 36 
21H 39 
30H 37 
40H 37, 40 
50H 38, 40 
51H 53, 54 
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